
弥
彦
村
長

小
林
豊
彦

　十
月
二
十
九
日（
金
曜
日
）、公
営
競
技
事
務
所

の
斎
藤
所
長
と
二
人
で
東
京
の
競
輪
三
団
体
の

ト
ッ
プ
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。弥
彦
村
で
六
年
ぶ

り
に
開
催
で
き
た
寛
仁
親
王
牌
記
念
競
輪
が
、無

事
終
了
し
た
こ
と
の
報
告
と
お
礼
を
伝
え
る
の
が

目
的
で
し
た
。

　寛
仁
親
王
牌
記
念
レ
ー
ス
は
、日
本
の
ト
ッ

プ
選
手
が
出
場
す
る
最
も
格
式
の
高
い
レ
ー
ス

の
一
つ
で
す
。こ
の
六
年
間
地
元
の
競
輪
フ
ァ
ン

が
、開
催
を
待
ち
望
ん
で
い
た
レ
ー
ス
で
も
あ

り
ま
し
た
。開
催
期
間
四
日
間
の
売
り
上
げ
は
、

七
十
九
億
九
千
万
円
強
で
し
た
。こ
の
結
果
、令
和

三
年
度
の
競
輪
事
業
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰
り
出

し
は
三
億
円
を
超
え
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

有
り
難
い
こ
と
で
す
。

　日
本
競
輪
選
手
会
、競
技
運
営
団
体
の
Ｊ
Ｋ
Ａ
、

全
国
競
輪
施
行
者
団
体
の
会
長
、理
事
長
さ
ん
か

ら
、開
催
成
功
を
本
当
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。昨
年
ま
で
の
五
年
間
、ひ
た
す
ら
愚
直
に
お
願

い
に
上
が
り
ま
し
た
。特
別
観
覧
席
の
建
設
な
ど
、

施
設
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
う

し
た
地
道
な
努
力
が
認
め
ら
れ
た
結
果
の
開
催
で

し
た
。

　面
会
の
最
後
に「
五
年
後
に
ま
た
是
非
弥
彦
で

の
開
催
を
お
願
い
し
ま
す
」と
直
訴
し
ま
し
た
。

「
五
年
後
、遠
慮
し
す
ぎ
で
す
ね
。三
年
後
で
も
」と

の
予
期
し
な
か
っ
た
返
事
。再
び
弥
彦
競
輪
場
で

最
高
の
選
手
に
よ
る
、最
高
の
レ
ー
ス
の
観
戦
が

期
待
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

令和３年度
弥彦村自治功労者表彰式

★自治功労者　表彰の部★ （順不同・敬称略）

★自治功労者 感謝状の部★ （順不同・敬称略）

★ 統計調査員 10 年
　新保　志麻（美山）

★ 人権擁護委員 10 年
　柏原　了永（麓二区）

★ 民生委員児童委員 10 年
　半間　チサ子（矢作）
　藤原　あい子（上泉）
　本多　洋子（境江）

★ 環境衛生委員 20 年（再
表彰）
　栁川　シズ（矢作）

★ 環境衛生委員 10 年
　隼野　笑子（観音寺）
　高橋　布明（弥彦）

★ 弥彦村スポーツ協会長
を永年努め、スポーツ振
興に寄与
　丸山　秋一（井田）

★ 献血 50 回以上
　藤原　真理（上泉）
　小林　綱樹（美山）
　中川　友幸（大戸）

★ 献血 100 回以上
　藤井　時男（矢作）

★ ふるさと納税高額寄付
　吉水　卓見（山口県下関市）
　吉水　千賀子（山口県下関市）
　名井　將元（東京都調布市）

堤　清次（矢作）　　　　　　　　　　牧野　仁（矢作）
本間　候（新潟市西区）　　　　　　　楡井　淳（新潟市中央区）
若月　俊二（新潟市西区）　　　　　　榊原　清一（新発田市）
伊東　道夫（燕市）　　　　　　　　　笠原　靖史（新潟市中央区）
坂井　勇仁（新潟市中央区）　　　　　阿部　忠朗（新潟市西区）
関根　厚雄（新潟市西区）　　　　　　柳原　俊雄（新潟市西区）
伊佐早　悦子（新潟市中央区）　　　　堀内　光枝（麓二区）
小野　一之（新潟市中央区）

★新型コロナウイルスワクチン集団接種実施に貢献
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　先月
号
に
引
き
続
き
、デ
ジ
タ

ル
庁
の
統
括
官
で
あ
る
楠く
す
の
き

正ま
さ
の
り憲

様

に
直
接
お
聞
き
し
た
お
話
の
続
編

で
す
。　先

月
号
で
は「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
社
会
を
目
指
す
こ
と
」「
自

然
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

つ
人
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
理

想
」と
の
お
話
を
掲
載
し
ま
し
た
。

―
―
―
デ
ジ
タ
ル
庁
が
目
指
す「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」社
会
に
向
け
て
、今
の

課
題
は
何
で
す
か
。

統
括
官

　社会
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
人
が
い
る
の
は
、以
前
か
ら
あ
る
話

で
、目
や
耳
な
ど
に
障
が
い
が
あ
る
方
向
け
の
対
応
は
進
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、一

方
で
読
字
障
が
い
へ
の
対
応
が
行
き
届
い
て
い
な
か
っ
た
り
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
っ
て
い
て
電
話
は
で
き
る
け
れ
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
電
子
申
請
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
い
う
方
が
い
た
り
と
、取
り
残
さ
れ
る
理
由
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、先
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
で
は
、

想
像
以
上
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
が
混
み
合
い
、な
か
な
か
接
続
で
き
な
い
状

況
や
、各
自
治
体
が
用
意
し
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
問
合
せ
も
繋
が
り
に

く
い
状
況
に
な
る
な
ど
、考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
い
で
す
。

◦届出などは、印鑑や身分証明書などを持って役場に行く必要あり。
◦病院に行くには、健康保険証が必要。
◦車を運転するには、運転免許証が必要。

デ
ジ
タ
ル
特
集

　第
２
巻

デ
ジ
タ
ル
社
会
と
は
？ 

課
題
は
？

運転免許証健
康
保
険
証

【現在】　必要なものがバラバラで、大変  

お話を伺った　楠
くすのき
　正
まさのり
憲　統括官

申請書

㊞

―
―
―
そ
れ
ら
課
題
を
解
消
し
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」社
会
に
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
こ
と
は
何
で
す
か
。

統
括
官

　取
り
残
さ
れ
る
理
由
は
様
々
で
、大
事
な
こ
と
は
、そ
の
一
つ
一
つ
の
理

由
に
対
し
て
、一
人
一
人
が
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
て
協
力
し
合
う
環

境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
の
際
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組

織
し
て
予
約
で
き
な
い
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
自
治
体
も
あ
り
ま
し
た
。

　自
治
体
の
窓
口
で
は
代
理
者
に
よ
る
申
請
の
受
付
が
可
能
な
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、現
在
、進
め
て
い
る
電
子
申
請
で
は
、ま
だ
代
理
者
に
よ
る
申
請
に
は
対
応
し

き
れ
て
い
ま
せ
ん
。こ
う
い
っ
た
制
度
上
の
問
題
点
も
含
め
て
、社
会
全
体
で
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　ど
う
し
て
も
想
像
が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
は
で
て
き
ま
す
の
で
、一
つ
一
つ
あ

が
っ
て
き
た
声
に
耳
を
傾
け
、あ
と
か
ら
直
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
た
計
画

を
立
て
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

•届出などは、スマートフォンやパソコンからできる！
　（役場に行く必要なし。 24時間365日申請可能。 押印不要。）
•車を運転する際も、病院、図書館、銀行に行く際もマイナンバーカードがあれば大丈夫！

みんなで手を差し伸べて、
　「誰一人取り残さない」社会を！

パソコンから申請
スマートフォンから申請

病院車の運転

銀行
図書館

【デジタル化が進んだ将来】　マイナンバーカード1つでOK!!

03 12月号 0212月号
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【デジタル化が進んだ将来】　マイナンバーカード1つでOK!!
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こ
ん
な
意
見
出
ま
し
た
！

・�お
し
ゃ
べ
り
や
飲
食
が
で
き
る

図
書
館
が
よ
い
。

・お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
が
欲
し
い
。

・�知
識
を
得
る
の
で
は
な
く
好
奇

心
を
掻
き
立
て
る
よ
う
な
図

書
館
が
よ
い
。

・�本
に
出
て
く
る
料
理
を
作
れ
る

調
理
室
が
欲
し
い
。

・�農
家
が
作
物
の
作
り
方
を
教
え

る
な
ど
、世
代
を
超
え
て
教
え

合
う
場
と
な
る
と
よ
い
。

・�利
用
者
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る

た
め
に
、マ
ン
ガ
を
置
い
て
は

ど
う
か
。

　弥
彦
村
で
は
、令
和
５
年
オ
ー
プ
ン
予
定
の
図
書
館
の
建
設
に
向
け
て
、

図
書
館
の
方
針
を
検
討
す
る
委
員
会「
や
ひ
こ
図
書
館
コ
ン
セ
プ
ト
会
議
」

と
そ
の
方
針
を
踏
ま
え
て
実
行
内
容
を
よ
り
豊
か
に
す
る
分
科
会「
や
ひ
こ

図
書
館
サ
ポ
ー
ト
会
議
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　「や
ひ
こ
図
書
館
サ
ポ
ー
ト
会
議
」に
つ
い
て
は
、公
募
に
よ
り
、村
民
の

皆
さ
ま
か
ら
委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
等
を

図
書
館
に
反
映
し
ま
す
。

問
　総
務
部�

総
務
課�

企
画
財
政
係

　（９
４
）３
１
３
１

　令
和
４
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。試
験
方

法
や
申
込
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　試
験
案
内
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

ほ
か
、西
蒲
原
福
祉
事
務
組
合（
や
ひ
こ
の
里
）に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

■
募
集
職
種

・
生
活
支
援
員
　若
干
名

　
　
　
　
　
　
　（昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）

・
看
護
師
　
　
　若
干
名

　
　
　
　
　
　
　（�昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、看
護

師
免
許
を
有
す
る
人
）

■
試
験
方
法
　日
時：12
月
19
日（
日
）

　
　
　
　
　
　会
場：や
ひ
こ
の
里

　
　
　
　
　
　内
容：作
文
試
験（
生
活
支
援
員
の
み
）、面
接

■
申
込
方
法
　�

受
験
申
込
書
等
、試
験
案
内
に
記
載
の
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　12
月
13
日（
月
）午
後
５
時
15
分
必
着

・

　西
蒲
原
福
祉
事
務
組
合
　や
ひ
こ
の
里

 

　
　
　〒
９
５
９-

０
３
１
８

 

　
　
　弥
彦
村
麓
６
９
５
８

 

　
　
　（９
４
）２
３
６
２

弥彦村図書館建設検討状況のご報告

西蒲原福祉事務組合職員募集

▲第1回コンセプト会議
　(10月14日開催)

▼第2回コンセプト会議
　(11月5日開催)

「
自
宅
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
説
明
会
」並
び
に「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付
会
」開
催

「
自
宅
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
説
明
会
」並
び
に「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付
会
」開
催

「
自
宅
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
説
明
会
」並
び
に「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付
会
」開
催

「
自
宅
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
説
明
会
」並
び
に「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付
会
」開
催

巻
税
務
署
・
弥
彦
村
か
ら
の
ご
案
内

【
巻
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

●�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ

り
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　�

　右
記
会
場
で
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。当
日
は
、

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
必
要
な
利
用
者
識
別
番
号
の
取
得
も
で
き
ま
す
。（
取
得
に
は
申
請
者
ご
本
人
の
運
転
免
許

証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。）

●�

例
年
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
決
算
等
説
明
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
本
年
も
開
催
を
見
合
わ
せ
ま
す
。な
お
、本
年
も
決
算
の
仕
方
に
関
す
る
動
画
を
作
成
し
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
内
に
掲
載
予
定
で
す
。

　問
　巻
税
務
署�

個
人
課
税
第
一
部
門

　
　
　０
２
５
６（
７
２
）２
３
５
７（
部
門
直
通
）

※
会
場
へ
の
直
接
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
来
場
さ
れ
る
際
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
だ
き
、
で
き
る
限
り
少
人
数
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
咳
・
発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
は
、
入
場
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
を
考
慮
し
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付
会
」並
び
に

「
自
宅
ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
説
明
会
」を
合
同
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

名
称（
主
催
）
自
宅
ｅ-
Ｔａｘ
説
明
会（
巻
税
務
署
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付
会（
弥
彦
村
）

開
催
日

12
月
14
日（
火
）
　
　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

12
月
15
日（
水
）～
17
日（
金
）
　午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

会
場

燕
市
　吉
田
産
業
会
館
　２
階
大
ホ
ー
ル（
燕
市
吉
田
東
栄
町
14
番
12
号
）

【
弥
彦
村
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

●�

弥
彦
村
で
は
、上
記
会
場
に
お
い
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
受
付
を
実
施
し
ま
す
。タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用

し
、顔
写
真
の
撮
影
か
ら
申
請
受
付
ま
で
行
い
ま
す
。

【
持
ち
物
】

①�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
郵
送（
本
人
限
定
郵
便
）を
希
望

す
る
場
合
　※
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

・
本
人
確
認
書
類（
Ⓐ
を
２
点
ま
た
は
、Ⓐ
お
よ
び
Ⓑ
を
１
点
ず
つ
）

★
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
も
し
く
は
個
人
番
号
通
知
書

★
通
知
カ
ー
ド
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

②�

役
場
窓
口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を
希
望

す
る
場
合

・
本
人
確
認
書
類（
Ⓐ
を
１
点
ま
た
は
、Ⓑ
を
２
点
ず
つ
）

★
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
も
し
く
は
個
人
番
号
通
知
書

※�

★
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、お
持
ち
の
方

の
み
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�「
通
知
カ
ー
ド
」を
紛
失
し
た
場
合
は
、紛
失
届
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

本
人
確
認
書
類
の
例（
原
本・有
効
期
限
内
の
も
の
に
限
る
）

　Ⓐ
運
転
免
許
証
、運
転
経
歴
証
明
書
、パ
ス
ポ
ー
ト
等

　Ⓑ�

２
点
で
確
認
で
き
る
も
の（
Ⓐ
を
お
持
ち
で
な
い
方
）

　
　�健
康
保
険
証（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証
含
む
）

　
　介
護
保
険
証
、医
療
受
給
者
証
、年
金
手
帳
、学
生
証
等

問
　住
民
福
祉
部
　住
民
課
　住
民
医
療
係

　
　（９
４
）３
１
３
２

05 12月号 0412月号



こ
ん
な
意
見
出
ま
し
た
！

・�お
し
ゃ
べ
り
や
飲
食
が
で
き
る

図
書
館
が
よ
い
。

・お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
が
欲
し
い
。

・�知
識
を
得
る
の
で
は
な
く
好
奇

心
を
掻
き
立
て
る
よ
う
な
図

書
館
が
よ
い
。

・�本
に
出
て
く
る
料
理
を
作
れ
る

調
理
室
が
欲
し
い
。

・�農
家
が
作
物
の
作
り
方
を
教
え

る
な
ど
、世
代
を
超
え
て
教
え

合
う
場
と
な
る
と
よ
い
。

・�利
用
者
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る

た
め
に
、マ
ン
ガ
を
置
い
て
は

ど
う
か
。

　弥
彦
村
で
は
、令
和
５
年
オ
ー
プ
ン
予
定
の
図
書
館
の
建
設
に
向
け
て
、

図
書
館
の
方
針
を
検
討
す
る
委
員
会「
や
ひ
こ
図
書
館
コ
ン
セ
プ
ト
会
議
」

と
そ
の
方
針
を
踏
ま
え
て
実
行
内
容
を
よ
り
豊
か
に
す
る
分
科
会「
や
ひ
こ

図
書
館
サ
ポ
ー
ト
会
議
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　「や
ひ
こ
図
書
館
サ
ポ
ー
ト
会
議
」に
つ
い
て
は
、公
募
に
よ
り
、村
民
の

皆
さ
ま
か
ら
委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
等
を

図
書
館
に
反
映
し
ま
す
。

問
　総
務
部�

総
務
課�

企
画
財
政
係
　（９
４
）３
１
３
１

　令
和
４
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。試
験
方

法
や
申
込
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　試
験
案
内
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

ほ
か
、西
蒲
原
福
祉
事
務
組
合（
や
ひ
こ
の
里
）に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

■
募
集
職
種

・
生
活
支
援
員
　若
干
名

　
　
　
　
　
　
　（昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）

・
看
護
師
　
　
　若
干
名

　
　
　
　
　
　
　（�昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、看
護

師
免
許
を
有
す
る
人
）

■
試
験
方
法
　日
時：12
月
19
日（
日
）

　
　
　
　
　
　会
場：や
ひ
こ
の
里

　
　
　
　
　
　内
容：作
文
試
験（
生
活
支
援
員
の
み
）、面
接

■
申
込
方
法

　�

受
験
申
込
書
等
、試
験
案
内
に
記
載
の
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　12
月
13
日（
月
）午
後
５
時
15
分
必
着

・

　西
蒲
原
福
祉
事
務
組
合
　や
ひ
こ
の
里

 

　
　
　〒
９
５
９-

０
３
１
８

 

　
　
　弥
彦
村
麓
６
９
５
８

 
　
　
　（９
４
）２
３
６
２

弥彦村図書館建設検討状況のご報告

西蒲原福祉事務組合職員募集

▲第1回コンセプト会議
　(10月14日開催)

▼第2回コンセプト会議
　(11月5日開催)

「
自
宅
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
説
明
会
」並
び
に「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付
会
」開
催

「
自
宅
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
説
明
会
」並
び
に「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付
会
」開
催

「
自
宅
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
説
明
会
」並
び
に「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付
会
」開
催

「
自
宅
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
説
明
会
」並
び
に「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付
会
」開
催

巻
税
務
署
・
弥
彦
村
か
ら
の
ご
案
内

【
巻
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

●�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ

り
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　�

　右
記
会
場
で
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。当
日
は
、

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
必
要
な
利
用
者
識
別
番
号
の
取
得
も
で
き
ま
す
。（
取
得
に
は
申
請
者
ご
本
人
の
運
転
免
許

証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。）

●�

例
年
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
決
算
等
説
明
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
本
年
も
開
催
を
見
合
わ
せ
ま
す
。な
お
、本
年
も
決
算
の
仕
方
に
関
す
る
動
画
を
作
成
し
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
内
に
掲
載
予
定
で
す
。

　問
　巻
税
務
署�

個
人
課
税
第
一
部
門

　
　
　０
２
５
６（
７
２
）２
３
５
７（
部
門
直
通
）

※
会
場
へ
の
直
接
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
来
場
さ
れ
る
際
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
だ
き
、
で
き
る
限
り
少
人
数
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
咳
・
発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
は
、
入
場
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
を
考
慮
し
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付
会
」並
び
に

「
自
宅
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
説
明
会
」を
合
同
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

名
称（
主
催
）
自
宅
ｅ-

Ｔａｘ
説
明
会（
巻
税
務
署
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付
会（
弥
彦
村
）

開
催
日

12
月
14
日（
火
）

　
　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

12
月
15
日（
水
）～
17
日（
金
）

　午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

会
場

燕
市

　吉
田
産
業
会
館

　２
階
大
ホ
ー
ル（
燕
市
吉
田
東
栄
町
14
番
12
号
）

【
弥
彦
村
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

●�

弥
彦
村
で
は
、上
記
会
場
に
お
い
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
受
付
を
実
施
し
ま
す
。タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用

し
、顔
写
真
の
撮
影
か
ら
申
請
受
付
ま
で
行
い
ま
す
。

【
持
ち
物
】

①�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
郵
送（
本
人
限
定
郵
便
）を
希
望

す
る
場
合

　※
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

・
本
人
確
認
書
類（
Ⓐ
を
２
点
ま
た
は
、Ⓐ
お
よ
び
Ⓑ
を
１
点
ず
つ
）

★
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
も
し
く
は
個
人
番
号
通
知
書

★
通
知
カ
ー
ド
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

②�

役
場
窓
口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を
希
望

す
る
場
合

・
本
人
確
認
書
類（
Ⓐ
を
１
点
ま
た
は
、Ⓑ
を
２
点
ず
つ
）

★
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
も
し
く
は
個
人
番
号
通
知
書

※�

★
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、お
持
ち
の
方

の
み
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�「
通
知
カ
ー
ド
」を
紛
失
し
た
場
合
は
、紛
失
届
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

本
人
確
認
書
類
の
例（
原
本・有
効
期
限
内
の
も
の
に
限
る
）

　Ⓐ
運
転
免
許
証
、運
転
経
歴
証
明
書
、パ
ス
ポ
ー
ト
等

　Ⓑ�

２
点
で
確
認
で
き
る
も
の（
Ⓐ
を
お
持
ち
で
な
い
方
）

　
　�健
康
保
険
証（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証
含
む
）

　
　介
護
保
険
証
、医
療
受
給
者
証
、年
金
手
帳
、学
生
証
等

問
　住
民
福
祉
部

　住
民
課

　住
民
医
療
係

　
　（９
４
）３
１
３
２
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障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律

　す
べ
て
の
人
が
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ

て
分
け
隔
て
る
こ
と
な
く
、相
互
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生

す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
法
律
で
す
。

不
当
な
差
別
的
扱
い
を
受
け
た
、合
理

的
配
慮
を
提
供
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
な

ど
お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ご
相

談
く
だ
さ
い
。

本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別

的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進

に
関
す
る
法
律

　日
本
に
住
む
日
本
以
外
の
出
身
者
や

子
孫
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
意
識
を

助
長・誘
発
し
、地
域
社
会
か
ら
排
斥
す

る
こ
と
を
扇
動
す
る
よ
う
な
言
動
の
解

消
を
目
指
す
法
律
で
す
。

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律

　現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
し
、

情
報
化
の
進
展
に
伴
っ
て
そ
の
状
況
に
変

化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
う

え
で「
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
」

と
い
う
認
識
の
も
と
、部
落
差
別
の
な
い

社
会
の
実
現
を
目
指
す
法
律
で
す
。

　ま
た
、障
が
い
者
差
別
、外
国
人
差
別
、

部
落
差
別
に
限
ら
ず
、「
そ
の
う
ち
差
別

は
な
く
な
る
」と
何
も
せ
ず
放
っ
て
お
く

の
で
は
な
く
、あ
ら
ゆ
る
差
別
の
な
い
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、私
た
ち
一
人
一
人
が
人
権
意
識
を

高
め
、誤
っ
た
考
え
や
偏
見
に
惑
わ
さ
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　こ
れ
ら
の
法
律
は
不
当
な
差
別
を
な

く
し
、人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。差
別
や
偏
見

に
基
づ
く
行
為
は
、人
々
に
不
安
感
や

偏
見
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、人
の
人

格
や
尊
厳
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、決

し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。私
た
ち
一

人
一
人
が
、法
律
の
趣
旨
を
十
分
に
理

解
し
互
い
を
思
い
や
る
こ
と
で
、差
別
の

な
い
社
会
の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

問�

　法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

同
和
問
題（
部
落
差
別
）や
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

人
権
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
！

12月4日～10日

人  権  週  間
12月10日は「人権デー」です。
　法務省人権擁護機関では、12月4日から10日までの１週間を「人権週間」
と定め、広く人権思想の普及を図るさまざまな活動が行われています。
　今もなお、同和問題をはじめ、女性・子ども・高齢者・障がいのある人に対し、
さまざまな人権問題が存在しています。この機会に、改めて人権について見
つめ直し、関心を持ってみませんか。

　同
和
問
題（
部
落
差
別
）と
は
、日
本

社
会
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
で
形
づ
く

ら
れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ
く
差
別

に
よ
り
、日
本
国
民
の一部
の
人
々
が
長

い
間
、社
会
的
、経
済
的
、文
化
的
に
低

位
の
状
態
を
強
い
ら
れ
、日
常
生
活
の
上

で
い
ろ
い
ろ
な
差
別
を
受
け
る
な
ど
我

が
国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　残
念
な
が
ら
、今
な
お
、差
別
発
言
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
差
別
を
助
長
す

る
よ
う
な
書
き
込
み
が
な
さ
れ
る
と
い
っ

た
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。差
別
や

偏
見
に
基
づ
く
こ
う
し
た
行
為
は
、他
人

の
人
格
や
尊
厳
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ

り
、決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

　同
和
問
題
は
、生
ま
れ
に
よ
っ
て
身
に

覚
え
の
な
い
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
こ
と

で
起
こ
り
ま
す
。偏
見
を
見
抜
く
力
を

身
に
つ
け
、差
別
を
許
さ
な
い
行
動
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

　同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、一人一

人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問�

　総
務
部
　総
務
課
　（９
４
）３
１
３
１

　国
民
の
間
に
広
く
、障
が
い
者
の
福
祉

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、障
が
い
者
が
社
会・経
済・文
化・そ

の
他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
週
間
で
す
。こ
の
機
会
に
、障
が

い
者
の
自
立
と
参
加
に
対
す
る
よ
り一層

の
ご
理
解・ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク・ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
を
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。

　村
内
在
住
の
援
助
や
配
慮
が
必
要
な

方
が
対
象
で
す
。

　こ
の
マ
ー
ク
を
着
け
て
い
る
人
を
見

か
け
た
ら
、電
車
や
バ
ス
等
で
席
を
譲
る
、

困
っ
て
い
た
ら
声
を
か
け
る
な
ど
、思
い

や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。ま

た
、ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
た
と
き

は
、記
載
内
容
に
沿
っ
た
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

■�

補
助
犬
の
同
伴
に
つ
い
て
、皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　身
体
障
害
者
補
助
犬
法
で
公
共
施
設

や
公
共
交
通
機
関
を
は
じ
め
、病
院
、ホ

テ
ル
、飲
食
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
様
々
な

場
所
で
補
助
犬
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　補
助
犬
は
、人
に
危
害
を
与
え
た
り
、

物
理
的
な
損
害
を
与
え
た
り
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。ま

た
、健
康
管
理
や
衛
生
管
理
も
さ
れ
て
い

る
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　こ
の
法
律
は
、障
が
い
者
の
尊
厳
を
守

り
、自
立
や
社
会
参
加
の
妨
げ
と
な
ら

な
い
よ
う
、虐
待
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
予
防
と
早
期
発
見
の
た
め
の
取
り

組
み
や
、障
が
い
者
を
養
護
す
る
人
に
対

し
て
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
を

定
め
た
も
の
で
す
。

　障
が
い
者
虐
待
を
身
近
な
問
題
と
し

て
捉
え
、社
会
全
体
で
支
え
合
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

問�

　住
民
福
祉
部

　福
祉
課

　
　（９
４
）３
１
３
３

 「じんけんパネル展」を開催します 
時　12月１日(水)～13日(月)
　　�午前８時30分～午後10時（最終日は午後３時まで）
所　NEXT21�１階アトリウム
　　�（新潟市中央区西堀通６番町866番地）
問　新潟県福祉保健部福祉保健総務課
　　人権啓発室　025-280-5181

 人権に関する相談窓口 
■みんなの人権１１０番
(平日：午前８時30分～午後５時15分)
　０５７０-００３-１１０
■子どもの人権１１０番
(平日：午前８時30分～午後５時15分)
　０１２０-００７-１１０
■女性の人権ホットライン
(平日：午前８時30分～午後５時15分)
　０５７０-０７０-８１０
■外国語人権相談ダイヤル
(平日：午前９時～午後５時)
(�Foreign-language� Human�
Rights�Hotline)
　０５７０-０９０-９１１�
■インターネット人権相談受付窓口
　https://www.
　jinken.go.jp/

同
和
問
題
と
は

12
月
３
日
か
ら
９
日
は

　
　
　「障
害
者
週
間
」で
す
！
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障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律

　す
べ
て
の
人
が
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ

て
分
け
隔
て
る
こ
と
な
く
、相
互
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生

す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
法
律
で
す
。

不
当
な
差
別
的
扱
い
を
受
け
た
、合
理

的
配
慮
を
提
供
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
な

ど
お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ご
相

談
く
だ
さ
い
。

本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別

的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進

に
関
す
る
法
律

　日
本
に
住
む
日
本
以
外
の
出
身
者
や

子
孫
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
意
識
を

助
長・誘
発
し
、地
域
社
会
か
ら
排
斥
す

る
こ
と
を
扇
動
す
る
よ
う
な
言
動
の
解

消
を
目
指
す
法
律
で
す
。

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律

　現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
し
、

情
報
化
の
進
展
に
伴
っ
て
そ
の
状
況
に
変

化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
う

え
で「
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
」

と
い
う
認
識
の
も
と
、部
落
差
別
の
な
い

社
会
の
実
現
を
目
指
す
法
律
で
す
。

　ま
た
、障
が
い
者
差
別
、外
国
人
差
別
、

部
落
差
別
に
限
ら
ず
、「
そ
の
う
ち
差
別

は
な
く
な
る
」と
何
も
せ
ず
放
っ
て
お
く

の
で
は
な
く
、あ
ら
ゆ
る
差
別
の
な
い
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、私
た
ち
一
人
一
人
が
人
権
意
識
を

高
め
、誤
っ
た
考
え
や
偏
見
に
惑
わ
さ
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　こ
れ
ら
の
法
律
は
不
当
な
差
別
を
な

く
し
、人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。差
別
や
偏
見

に
基
づ
く
行
為
は
、人
々
に
不
安
感
や

偏
見
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、人
の
人

格
や
尊
厳
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、決

し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。私
た
ち
一

人
一
人
が
、法
律
の
趣
旨
を
十
分
に
理

解
し
互
い
を
思
い
や
る
こ
と
で
、差
別
の

な
い
社
会
の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

問�

　法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

同
和
問
題（
部
落
差
別
）や
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

人
権
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
！

12月4日～10日

人  権  週  間
12月10日は「人権デー」です。
　法務省人権擁護機関では、12月4日から10日までの１週間を「人権週間」
と定め、広く人権思想の普及を図るさまざまな活動が行われています。
　今もなお、同和問題をはじめ、女性・子ども・高齢者・障がいのある人に対し、
さまざまな人権問題が存在しています。この機会に、改めて人権について見
つめ直し、関心を持ってみませんか。

　同
和
問
題（
部
落
差
別
）と
は
、日
本

社
会
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
で
形
づ
く

ら
れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ
く
差
別

に
よ
り
、日
本
国
民
の一部
の
人
々
が
長

い
間
、社
会
的
、経
済
的
、文
化
的
に
低

位
の
状
態
を
強
い
ら
れ
、日
常
生
活
の
上

で
い
ろ
い
ろ
な
差
別
を
受
け
る
な
ど
我

が
国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　残
念
な
が
ら
、今
な
お
、差
別
発
言
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
差
別
を
助
長
す

る
よ
う
な
書
き
込
み
が
な
さ
れ
る
と
い
っ

た
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。差
別
や

偏
見
に
基
づ
く
こ
う
し
た
行
為
は
、他
人

の
人
格
や
尊
厳
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ

り
、決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

　同
和
問
題
は
、生
ま
れ
に
よ
っ
て
身
に

覚
え
の
な
い
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
こ
と

で
起
こ
り
ま
す
。偏
見
を
見
抜
く
力
を

身
に
つ
け
、差
別
を
許
さ
な
い
行
動
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

　同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、一人一

人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問�

　総
務
部
　総
務
課
　（９
４
）３
１
３
１

　国
民
の
間
に
広
く
、障
が
い
者
の
福
祉

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、障
が
い
者
が
社
会・経
済・文
化・そ

の
他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
週
間
で
す
。こ
の
機
会
に
、障
が

い
者
の
自
立
と
参
加
に
対
す
る
よ
り一層

の
ご
理
解・ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク・ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
を
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。

　村
内
在
住
の
援
助
や
配
慮
が
必
要
な

方
が
対
象
で
す
。

　こ
の
マ
ー
ク
を
着
け
て
い
る
人
を
見

か
け
た
ら
、電
車
や
バ
ス
等
で
席
を
譲
る
、

困
っ
て
い
た
ら
声
を
か
け
る
な
ど
、思
い

や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。ま

た
、ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
た
と
き

は
、記
載
内
容
に
沿
っ
た
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

■�

補
助
犬
の
同
伴
に
つ
い
て
、皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　身
体
障
害
者
補
助
犬
法
で
公
共
施
設

や
公
共
交
通
機
関
を
は
じ
め
、病
院
、ホ

テ
ル
、飲
食
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
様
々
な

場
所
で
補
助
犬
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　補
助
犬
は
、人
に
危
害
を
与
え
た
り
、

物
理
的
な
損
害
を
与
え
た
り
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。ま

た
、健
康
管
理
や
衛
生
管
理
も
さ
れ
て
い

る
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　こ
の
法
律
は
、障
が
い
者
の
尊
厳
を
守

り
、自
立
や
社
会
参
加
の
妨
げ
と
な
ら

な
い
よ
う
、虐
待
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
予
防
と
早
期
発
見
の
た
め
の
取
り

組
み
や
、障
が
い
者
を
養
護
す
る
人
に
対

し
て
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
を

定
め
た
も
の
で
す
。

　障
が
い
者
虐
待
を
身
近
な
問
題
と
し

て
捉
え
、社
会
全
体
で
支
え
合
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

問�

　住
民
福
祉
部

　福
祉
課

　
　（９
４
）３
１
３
３

 「じんけんパネル展」を開催します 
時　12月１日(水)～13日(月)
　　�午前８時30分～午後10時（最終日は午後３時まで）
所　NEXT21�１階アトリウム
　　�（新潟市中央区西堀通６番町866番地）
問　新潟県福祉保健部福祉保健総務課
　　人権啓発室　025-280-5181

 人権に関する相談窓口 
■みんなの人権１１０番
(平日：午前８時30分～午後５時15分)
　０５７０-００３-１１０
■子どもの人権１１０番
(平日：午前８時30分～午後５時15分)
　０１２０-００７-１１０
■女性の人権ホットライン
(平日：午前８時30分～午後５時15分)
　０５７０-０７０-８１０
■外国語人権相談ダイヤル
(平日：午前９時～午後５時)
(�Foreign-language� Human�
Rights�Hotline)
　０５７０-０９０-９１１�
■インターネット人権相談受付窓口
　https://www.
　jinken.go.jp/

同
和
問
題
と
は

12
月
３
日
か
ら
９
日
は

　
　
　「障
害
者
週
間
」で
す
！
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で
は
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滑
で
安
全
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る

た
め
に
迅
速
か
つ
適
切
な
除
雪
作
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、除
雪
の
要
望
の
全
て
を
行
政
で
行
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
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う
し
て
も
地
域
ぐ
る
み
の
協
力

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　除
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作
業
を
円
滑
に
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お
願
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す
。
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で
効
率
的
に
作
業
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
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雪
車
が
通
っ
た
後
、玄
関
前
や
道

路
脇
な
ど
に
雪
が
残
り
ま
す
。自
宅
周
辺
は
各
家
庭

で
除
雪
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

雪
か
き
が
困
難
な
世
帯
は
地
域
で
助
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合
い
を

お
願
い
し
ま
す
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人
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
な
ど
、雪
か
き
が
困
難

な
世
帯
は
、近
隣
同
士
で一緒
に
除
雪
作
業
を
行
い
、

協
力
し
て
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
路
上
駐
車
を
し
な
い

　路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
、除
雪
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、交
通
渋
滞
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
の
で
、絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
雪
の
処
分
は
所
有
敷
地
内
で
お
願
い
し
ま
す

　車
道
や
歩
道
に
捨
て
ら
れ
た
雪
は
、交
通
事
故
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。各
戸
の
雪
の
処
分
は
所
有
す

る
敷
地
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

●�

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
除
雪
は
地
域
で
助
け
合

い
を
お
願
い
し
ま
す

　ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

消
火
栓
、防
火
水
槽
周
辺
は
、緊
急
時
い
つ
で
も
機
能

を
発
揮
で
き
る
よ
う
地
域
ぐ
る
み
で
除
雪
を
お
願
い

し
ま
す
。

　積
雪
が
多
く
な
る
と
問
い
合
わ
せ
も
多
く
な
り
、

除
雪
現
場
で
の
対
応
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　自
助
、共
助
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地域と行政の連携で
除雪作業にご協力を

早
く
安
全
に
除
雪
を
行
う
た
め

除
雪
作
業
現
場
か
ら
の
お
願
い

ー 

自
助・共
助
の
取
り
組
み 

ー

問
　産
業
部

　建
設
企
業
課

　土
木
管
理
係
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９
４
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０
２
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令和３年１月11日の最大積雪113㎝の記録的な大雪は、私たち
の生活に大きな影響を与えました。
厳しい冬を安全で快適に過ごすためには、自助（個人）、共助
（地域）、公助（行政）での協働の取り組みがとても重要にな
ります。それぞれの役割を認識し、今から「雪害」に備えましょう。

令和３年１月11日の最大積雪113㎝の記録的な大雪は、私たち
の生活に大きな影響を与えました。
厳しい冬を安全で快適に過ごすためには、自助（個人）、共助
（地域）、公助（行政）での協働の取り組みがとても重要にな
ります。それぞれの役割を認識し、今から「雪害」に備えましょう。

　　　　　

　防災行政無線の放送内容が聞こえにくい場合は、次
の電話番号に電話をすると同じ内容が聞こえます。
　是非、ご利用ください。 0256-94-3143

　ハザードマップの見方、災害発生時の対応、避難する場所
など役場の防災監がお話しします。
　ご希望の方は、直接役場へお問い合わせください。お一人様でも団
体様でも構いません。夜間、土日でも出張します。お気軽にどうぞ！

防災行政無線の放送内容を電話で聞けます！

防災講話のご案内

　役場からの緊急時の避難
情報、防災行政無線の放送
内容等が携帯電話に届きま
す。１世帯に１人は登録しま
しょう。現在、939名が登録しています。
　宛先に yahiko1-ent@pwa.e-msg.jp 
を入力し、本文に名前を入力して送信。
1分以内に確認メールが来たら名前を確認
して、そのまま返信するだけです。登録完了
メールが届けば登録完了です。

防災メール  登録案内

なるほど　　防災やひこ
問 総務部　防災・情報対策課　94-3138　bousai@vill.yahiko.niigata.jp

　こ
ん
に
ち
は
。
防
災
・
情
報
対
策
課

で
す
。

　寒
い
時
期
を
迎
え
、
ス
ト
ー
ブ
や

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
暖
房
器
具
を
使

用
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
今

月
は
燃
料
と
な
る
灯
油
と
、
ス
ト
ー
ブ

や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
使
用
時
の
注
意
点

の
お
話
で
す
。

【
灯
油
保
管
容
器
】

　ポ
リ
タ
ン
ク
は
紫
外
線
に
よ
る
変
質

や
太
陽
熱
で
発
火
し
な
い
よ
う
に
、
赤

な
ど
の
色
が
つ
い
て
い
ま
す
。
同
じ
よ

う
な
形
で
透
明
の
容
器
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
が
飲
料
水
用
で
す
。
灯
油
の
保

管
に
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。　屋

外
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
は
、
土
台
と

本
体
に
破
損
や
変
形
、
地
面
へ
の
灯
油

の
漏
れ
、
各
部
の
部
品
に
緩
み
が
無
い

か
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　こ
れ
か
ら
の
積
雪
時
、
屋
根
か
ら
の

落
雪
や
除
雪
作
業
中
に
シ
ャ
ベ
ル
等
で

本
体
・
脚
部
な
ど
を
破
損
し
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
灯
油
詰
め
替
え
時
の
注
意
】

　屋
外
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ

ン
ク
、
ポ
リ
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
タ
ン
ク

な
ど
、
容
器
か
ら
容
器
へ
詰
め
替
え
る

時
、
灯
油
が
漏
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
目
を
離
さ
な
い
　

・
そ
の
場
を
離
れ
な
い

・
給
油
後
バ
ル
ブ
や

　キ
ャ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
閉
め
る

【
灯
油
保
管
方
法
】

　屋
外
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
と
ポ
リ
タ
ン

ク
、
ど
ち
ら
も
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
直
射
日
光
、
高
温
多
湿
を
避
け
る

・
雨
水
な
ど
の
侵
入
を
防
ぐ

・
火
気
か
ら
十
分
に
離
す

【
ス
ト
ー
ブ
・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

　使用
時
の
注
意
】

◎
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
使
用
し
な
い

◎
可
燃
物
を
近
く
に
置
か
な
い

　暖
房
器
具
の
上
に
洗
濯
物
を
干
さ
な

い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
カ
ー
テ
ン

な
ど
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
爆
発
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ボ
ン
ベ
を
近
く
に
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
こ
ま
め
な
換
気

　密
閉
し
た
場
所
で
使
い
続
け
る
と
一

酸
化
炭
素
中
毒
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
風
の
出
入
り
の
あ
る
２
か
所
以
上

の
開
口
部
を
設
け
、
１
時
間
に
２
回
、

１
〜
２
分
程
度
が
効
率
的
な
換
気
で

す
。

◎
次
の
場
合
は
消
火
し
ま
し
ょ
う

・
場
所
を
移
動
さ
せ
る
時
　

・
就
寝
時
や
外
出
時

・
灯
油
タ
ン
ク
へ
の
給
油
時

　暖
房
器
具
は
使
用
方
法
を
間
違
え
る

と
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
家
族
で

声
を
掛
け
合
い
、
正
し
く
安
全
に
使
用

し
、
寒
い
冬
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。
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　こ
ん
に
ち
は
。
防
災
・
情
報
対
策
課

で
す
。

　寒
い
時
期
を
迎
え
、
ス
ト
ー
ブ
や

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
暖
房
器
具
を
使

用
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
今

月
は
燃
料
と
な
る
灯
油
と
、
ス
ト
ー
ブ

や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
使
用
時
の
注
意
点

の
お
話
で
す
。

【
灯
油
保
管
容
器
】

　ポ
リ
タ
ン
ク
は
紫
外
線
に
よ
る
変
質

や
太
陽
熱
で
発
火
し
な
い
よ
う
に
、
赤

な
ど
の
色
が
つ
い
て
い
ま
す
。
同
じ
よ

う
な
形
で
透
明
の
容
器
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
が
飲
料
水
用
で
す
。
灯
油
の
保

管
に
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。　屋

外
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
は
、
土
台
と

本
体
に
破
損
や
変
形
、
地
面
へ
の
灯
油

の
漏
れ
、
各
部
の
部
品
に
緩
み
が
無
い

か
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　こ
れ
か
ら
の
積
雪
時
、
屋
根
か
ら
の

落
雪
や
除
雪
作
業
中
に
シ
ャ
ベ
ル
等
で

本
体
・
脚
部
な
ど
を
破
損
し
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
灯
油
詰
め
替
え
時
の
注
意
】

　屋
外
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ

ン
ク
、
ポ
リ
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
タ
ン
ク

な
ど
、
容
器
か
ら
容
器
へ
詰
め
替
え
る

時
、
灯
油
が
漏
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
目
を
離
さ
な
い
　

・
そ
の
場
を
離
れ
な
い

・
給
油
後
バ
ル
ブ
や

　キ
ャ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
閉
め
る

【
灯
油
保
管
方
法
】

　屋
外
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
と
ポ
リ
タ
ン

ク
、
ど
ち
ら
も
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
直
射
日
光
、
高
温
多
湿
を
避
け
る

・
雨
水
な
ど
の
侵
入
を
防
ぐ

・
火
気
か
ら
十
分
に
離
す

【
ス
ト
ー
ブ
・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

　使用
時
の
注
意
】

◎
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
使
用
し
な
い

◎
可
燃
物
を
近
く
に
置
か
な
い

　暖
房
器
具
の
上
に
洗
濯
物
を
干
さ
な

い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
カ
ー
テ
ン

な
ど
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
爆
発
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ボ
ン
ベ
を
近
く
に
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
こ
ま
め
な
換
気

　密
閉
し
た
場
所
で
使
い
続
け
る
と
一

酸
化
炭
素
中
毒
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
風
の
出
入
り
の
あ
る
２
か
所
以
上

の
開
口
部
を
設
け
、
１
時
間
に
２
回
、

１
〜
２
分
程
度
が
効
率
的
な
換
気
で

す
。

◎
次
の
場
合
は
消
火
し
ま
し
ょ
う

・
場
所
を
移
動
さ
せ
る
時
　

・
就
寝
時
や
外
出
時

・
灯
油
タ
ン
ク
へ
の
給
油
時

　暖
房
器
具
は
使
用
方
法
を
間
違
え
る

と
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
家
族
で

声
を
掛
け
合
い
、
正
し
く
安
全
に
使
用

し
、
寒
い
冬
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。
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　障
害
年
金
は
、病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
場
合
に
、現
役
世
代
の
方
も
含
め
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
で

す
。病
気
や
ケ
ガ
で
初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
と
き(

初
診
日)

に
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
た
場
合
は「
障
害
基
礎
年
金
」、会
社
員
な
ど
で
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
た
場
合
は「
障
害
厚
生
年
金
」が
請
求
で
き
ま
す
。

障
害
年
金
を
受
け
る
に
は
次
の
３
つ
の
要
件
が
あ
り
ま
す

１�

　障
が
い
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
の
初
診
日
が
、国
民
年
金
ま
た
は
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
期
間
に
あ
る
こ
と
。あ
る
い
は
初
診
日
が
20
歳
前
ま

た
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
場
合
で
国
内
に
居
住
し
て
い
る
期
間
で
あ
る
こ

と
。

２�

　保
険
料
の
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

　
　保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
と
、要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

３�

　一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
こ
と
。

　�

　〔障
害
認
定
日
〕に
、障
が
い
の
状
態
が
法
令
で
定
め
る
障
が
い
の
程
度
に
該

当
す
る
こ
と
。あ
る
い
は
障
害
認
定
日
後
に
程
度
が
重
く
な
り
、65
歳
に
な
る

ま
で
に
障
が
い
の
状
態
が
法
令
で
定
め
ら
れ
た
状
態
に
該
当
す
る
こ
と
。

〔
障
害
認
定
日
〕

　障
が
い
の
状
態
を
定
め
る
日
の
こ
と
。そ
の
障
が
い
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や

ケ
ガ
に
つ
い
て
の
初
診
日
か
ら
１
年
６
か
月
を
す
ぎ
た
日
。ま
た
は
１
年
６
か
月

以
内
に
そ
の
症
状
が
固
定
し
た
日
。

Q
障
害
年
金
の
対
象
と
な
る
病
気
や
ケ
ガ
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
か
。

A
対
象
に
な
る
病
気
や
ケ
ガ
は
、手
足
の
障
が
い
な
ど
の
外
部
障
が
い
の
ほ

か
、精
神
障
が
い
や
糖
尿
病
な
ど
の
内
部
障
が
い
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

障
害
年
金
に
つ
い
て

　①
外
部
障
が
い

　
　�

　眼
、聴
覚
、肢
体（
手
足
な

ど
）の
障
が
い
な
ど

　②
精
神
障
が
い

　
　�

　統
合
失
調
症
、う
つ
病
、認

知
障
が
い
、知
的
障
が
い
、発

達
障
が
い
な
ど

　③
内
部
障
が
い

　
　�

　呼
吸
器
疾
患
、心
疾
患
、腎

疾
患
、肝
疾
患
、血
液・
造
血
器

疾
患
、糖
尿
病
な
ど

Q
障
害
年
金
に
該
当
す
る
状

態
と
は
？

A
障
が
い
の
状
態
に
応
じ
て

障
が
い
の
程
度
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。身
体
障
害
者
手
帳
の
等

級
と
は
異
な
り
ま
す
。

〇
障
が
い
の
程
度
１
級

　�

　他
人
の
介
助
を
受
け
な
け
れ

ば
日
常
生
活
の
ほ
と
ん
ど
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
障
が
い
の
状
態
。

〇
障
が
い
の
程
度
２
級

　�

　必
ず
し
も
他
人
の
助
け
を
借
り
る
必
要
は
な
く
て
も
、日
常
生
活
は
極
め
て

困
難
で
、労
働
に
よ
っ
て
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
障
が
い
。

〇
障
が
い
の
程
度
３
級

　�

　日
常
生
活
に
は
ほ
と
ん
ど
支
障
は
な
い
が
、労
働
が
著
し
い
制
限
を
受
け

る
状
態
。

障
害
基
礎
年
金
・
障
害
厚
生
年
金
の
等
級
と
年
金
額

※障害厚生年金の1級・2級に該当する場合は、障害基礎年金もあわせて受け取ることができます。
※障害厚生年金は、報酬比例の年金額を基に計算されます。詳しくは年金事務所にお問合せください。

重い 軽い障がいの程度

厚
生
年
金

障害厚生年金
１級 障害厚生年金

２級 障害厚生年金
３級 障害手当金

国
民
年
金

障害基礎年金
１級

976,125 円
障害基礎年金

２級
780,900 円

問合せ

三
条
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
　０
２
５
６（
３
２
）２
８
２
０

住
民
福
祉
部

　住
民
課

　住
民
医
療
係

　（９
４
）３
１
３
２

弥彦村国民健康保険からのお知らせ
下記に該当する方は
必ず届け出をお願いします

■
国
保
の
加
入・脱
退
の
届
け
出
に
つ
い
て

　国
保
の
加
入・脱
退
の
届
け
出
は
、職
場
で
は
行
い
ま
せ
ん
。事
実
が

発
生
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
世
帯
主
ま
た
は
家
族
の
人
が
住
民
課

へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
に
加
入
す
る
と
き

　職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

届
け
出
に
必
要
な
も
の

◦
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書

　（資
格
喪
失
連
絡
票
な
ど
）

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と・・・

　保
険
税
は
国
保
加
入
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
間
の
医
療
費
は
一
旦
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

国
保
を
や
め
る
と
き

　職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

届
け
出
に
必
要
な
も
の

◦
職
場
の
健
康
保
険
の
保
険
証

　（ま
た
は
資
格
取
得
連
絡
票
な
ど
）

◦
国
保
の
保
険
証

や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と・・・

　保
険
税
と
新
し
く
加
入
し
た
健
康
保
険
の
保
険
料
を
二
重
に
支

払
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
あ

と
で
、国
保
の
保
険
証
で
診
療
を
受
け
た
場
合
は
、国
保
で
負
担
し
た

医
療
費
を
後
日
返
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
と
き

　自
分
で
は
な
く
、他
の
人
に
よ
っ
て
負
っ
た
ケ
ガ
や
病
気
の
こ
と
を

第
三
者
の
行
為
に
よ
る
傷
病（
以
下
、第
三
者
行
為
）と
い
い
ま
す
。国

保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
、第
三
者
行
為
が
原
因
で
保
険
証
を
使
用

す
る
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
が
必
要
な
例

◦
交
通
事
故
に
よ
る
ケ
ガ（
自
転
車
で
の
交
通
事
故
を
含
む
）

◦
他
人
の
飼
い
犬
に
噛
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
ケ
ガ

◦
ス
キ
ー
、ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
中
の
衝
突
に
よ
る
ケ
ガ

◦
他
人
の
料
理（
購
入
商
品
含
む
）に
よ
る
食
中
毒

■
介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
入
所
の
皆
様
へ

　40
歳
以
上
65
歳
未
満
で
介
護
保
険
適
用
除
外
施
設（
指
定
障
害
者
支

援
施
設（
生
活
介
護
及
び
施
設
入
所
支
援
）や
療
養
介
護
を
行
う
病
院

な
ど
）に
入
所
さ
れ
て
い
る
人
は
、介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
に
該

当
し
な
い
こ
と
に
な
り
、届
け
出
に
よ
り
介
護
納
付
金
分
の
国
民
健
康

保
険
税
を
納
付
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

届
け
出
が
必
要
な
場
合

◦�

介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
に
入
所
し
た
と
き
、ま
た
は
退
所
し
た

と
き
。

◦�

す
で
に
介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
に
入
所
中
の
人
が
、40
歳
に
到
達

し
た
と
き
。

■
届
け
出
先・問
合
せ

　住
民
福
祉
部
　住
民
課
　住
民
医
療
係
　（９
４
）３
１
３
２
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　障
害
年
金
は
、病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
場
合
に
、現
役
世
代
の
方
も
含
め
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
で

す
。病
気
や
ケ
ガ
で
初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
と
き(

初
診
日)

に
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
た
場
合
は「
障
害
基
礎
年
金
」、会
社
員
な
ど
で
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
た
場
合
は「
障
害
厚
生
年
金
」が
請
求
で
き
ま
す
。

障
害
年
金
を
受
け
る
に
は
次
の
３
つ
の
要
件
が
あ
り
ま
す

１�

　障
が
い
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
の
初
診
日
が
、国
民
年
金
ま
た
は
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
期
間
に
あ
る
こ
と
。あ
る
い
は
初
診
日
が
20
歳
前
ま

た
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
場
合
で
国
内
に
居
住
し
て
い
る
期
間
で
あ
る
こ

と
。

２�

　保
険
料
の
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

　
　保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
と
、要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

３�

　一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
こ
と
。

　�

　〔障
害
認
定
日
〕に
、障
が
い
の
状
態
が
法
令
で
定
め
る
障
が
い
の
程
度
に
該

当
す
る
こ
と
。あ
る
い
は
障
害
認
定
日
後
に
程
度
が
重
く
な
り
、65
歳
に
な
る

ま
で
に
障
が
い
の
状
態
が
法
令
で
定
め
ら
れ
た
状
態
に
該
当
す
る
こ
と
。

〔
障
害
認
定
日
〕

　障
が
い
の
状
態
を
定
め
る
日
の
こ
と
。そ
の
障
が
い
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や

ケ
ガ
に
つ
い
て
の
初
診
日
か
ら
１
年
６
か
月
を
す
ぎ
た
日
。ま
た
は
１
年
６
か
月

以
内
に
そ
の
症
状
が
固
定
し
た
日
。

Q
障
害
年
金
の
対
象
と
な
る
病
気
や
ケ
ガ
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
か
。

A
対
象
に
な
る
病
気
や
ケ
ガ
は
、手
足
の
障
が
い
な
ど
の
外
部
障
が
い
の
ほ

か
、精
神
障
が
い
や
糖
尿
病
な
ど
の
内
部
障
が
い
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

障
害
年
金
に
つ
い
て

　①
外
部
障
が
い

　
　�

　眼
、聴
覚
、肢
体（
手
足
な

ど
）の
障
が
い
な
ど

　②
精
神
障
が
い

　
　�

　統
合
失
調
症
、う
つ
病
、認

知
障
が
い
、知
的
障
が
い
、発

達
障
が
い
な
ど

　③
内
部
障
が
い

　
　�

　呼
吸
器
疾
患
、心
疾
患
、腎

疾
患
、肝
疾
患
、血
液・
造
血
器

疾
患
、糖
尿
病
な
ど

Q
障
害
年
金
に
該
当
す
る
状

態
と
は
？

A
障
が
い
の
状
態
に
応
じ
て

障
が
い
の
程
度
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。身
体
障
害
者
手
帳
の
等

級
と
は
異
な
り
ま
す
。

〇
障
が
い
の
程
度
１
級

　�

　他
人
の
介
助
を
受
け
な
け
れ

ば
日
常
生
活
の
ほ
と
ん
ど
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
障
が
い
の
状
態
。

〇
障
が
い
の
程
度
２
級

　�

　必
ず
し
も
他
人
の
助
け
を
借
り
る
必
要
は
な
く
て
も
、日
常
生
活
は
極
め
て

困
難
で
、労
働
に
よ
っ
て
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
障
が
い
。

〇
障
が
い
の
程
度
３
級

　�
　日
常
生
活
に
は
ほ
と
ん
ど
支
障
は
な
い
が
、労
働
が
著
し
い
制
限
を
受
け

る
状
態
。

障
害
基
礎
年
金
・
障
害
厚
生
年
金
の
等
級
と
年
金
額

※障害厚生年金の1級・2級に該当する場合は、障害基礎年金もあわせて受け取ることができます。
※障害厚生年金は、報酬比例の年金額を基に計算されます。詳しくは年金事務所にお問合せください。

重い 軽い障がいの程度

厚
生
年
金

障害厚生年金
１級 障害厚生年金

２級 障害厚生年金
３級 障害手当金

国
民
年
金

障害基礎年金
１級

976,125 円
障害基礎年金

２級
780,900 円

問合せ

三
条
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　０
２
５
６（
３
２
）２
８
２
０

住
民
福
祉
部

　住
民
課

　住
民
医
療
係

　（９
４
）３
１
３
２

弥彦村国民健康保険からのお知らせ
下記に該当する方は
必ず届け出をお願いします

■
国
保
の
加
入・脱
退
の
届
け
出
に
つ
い
て

　国
保
の
加
入・脱
退
の
届
け
出
は
、職
場
で
は
行
い
ま
せ
ん
。事
実
が

発
生
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
世
帯
主
ま
た
は
家
族
の
人
が
住
民
課

へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
に
加
入
す
る
と
き

　職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

届
け
出
に
必
要
な
も
の

◦
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書

　（資
格
喪
失
連
絡
票
な
ど
）

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と・・・

　保
険
税
は
国
保
加
入
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
間
の
医
療
費
は
一
旦
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

国
保
を
や
め
る
と
き

　職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

届
け
出
に
必
要
な
も
の

◦
職
場
の
健
康
保
険
の
保
険
証

　（ま
た
は
資
格
取
得
連
絡
票
な
ど
）

◦
国
保
の
保
険
証

や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と・・・

　保
険
税
と
新
し
く
加
入
し
た
健
康
保
険
の
保
険
料
を
二
重
に
支

払
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
あ

と
で
、国
保
の
保
険
証
で
診
療
を
受
け
た
場
合
は
、国
保
で
負
担
し
た

医
療
費
を
後
日
返
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
と
き

　自
分
で
は
な
く
、他
の
人
に
よ
っ
て
負
っ
た
ケ
ガ
や
病
気
の
こ
と
を

第
三
者
の
行
為
に
よ
る
傷
病（
以
下
、第
三
者
行
為
）と
い
い
ま
す
。国

保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
、第
三
者
行
為
が
原
因
で
保
険
証
を
使
用

す
る
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
が
必
要
な
例

◦
交
通
事
故
に
よ
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ケ
ガ（
自
転
車
で
の
交
通
事
故
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む
）

◦
他
人
の
飼
い
犬
に
噛
ま
れ
た
こ
と
に
よ
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ケ
ガ

◦
ス
キ
ー
、ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
中
の
衝
突
に
よ
る
ケ
ガ

◦
他
人
の
料
理（
購
入
商
品
含
む
）に
よ
る
食
中
毒

■
介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
入
所
の
皆
様
へ

　40
歳
以
上
65
歳
未
満
で
介
護
保
険
適
用
除
外
施
設（
指
定
障
害
者
支

援
施
設（
生
活
介
護
及
び
施
設
入
所
支
援
）や
療
養
介
護
を
行
う
病
院

な
ど
）に
入
所
さ
れ
て
い
る
人
は
、介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
に
該

当
し
な
い
こ
と
に
な
り
、届
け
出
に
よ
り
介
護
納
付
金
分
の
国
民
健
康

保
険
税
を
納
付
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

届
け
出
が
必
要
な
場
合

◦�

介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
に
入
所
し
た
と
き
、ま
た
は
退
所
し
た

と
き
。

◦�

す
で
に
介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
に
入
所
中
の
人
が
、40
歳
に
到
達

し
た
と
き
。

■
届
け
出
先・問
合
せ

　住
民
福
祉
部

　住
民
課

　住
民
医
療
係

　（９
４
）３
１
３
２

11 12月号 1012月号



Topics

4
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み

バ
ッ
ジ
寄
贈

　チタ
ン
製
品
の
製
造
・
販
売
を
行
う
株

式
会
社
ホ
リ
エ（
燕
市
）の
堀
江
拓
尓
代
表

取
締
役
会
長
が
、11
月
11
日
、役
場
に
来
庁

し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

済
み
を
示
す
チ
タ
ン
製
の
バッ
ジ
を
寄
贈
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
バ
ッ
ジ
は
、村
内
観
光
事
業
所
に
配

布
予
定
で
す
。

た
く
じ

◀

チタン製のワクチン
　接種済みバッジ

　11
月
１
日
か
ら
24
日
ま
で
、彌
彦
神
社
境
内
で

第
61
回
新
潟
県
菊
花
展
覧
会（
弥
彦
菊
ま
つ
り
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　県内
外
の
菊
花
愛
好
家
が
丹
精
こ
め
て
育
て

た
菊
花
約
三
千
鉢
が
展
示
さ
れ
、名
物
で
あ
る
大

風
景
花
壇
の
今
年
の
テ
ー
マ
は
、金
銀
山
が
有
名

な「
佐
渡
島
」。

　訪れ
た
観
光
客
は
、展
示
さ
れ
た
多
彩
な
菊
花
を
観
覧
し
て
い
ま
し
た
。

Topics

2
弥
彦
公
園

も
み
じ
谷
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

Topics

3
第
61
回

新
潟
県
菊
花
展
覧
会

Topics

1
寛
仁
親
王
牌

開
催

　
「
第
30
回
寛
仁
親
王
牌
競

輪
・
世
界
選
手
権
記
念
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
」が
、10
月
21
日
か

ら
24
日
ま
で
弥
彦
競
輪
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　寛仁
親
王
牌
は
、競
輪
界

最
高
ク
ラ
ス
の
選
手
が
参
加

す
る
レ
ー
ス
。開
催
は
持
ち

回
り
で
あ
り
、昨
年
度
の
新

観
覧
席
の
新
築
、セ
ダ
ー
ハ
ウ

ス
の
改
修
の
完
成
記
念
と
し

て
、弥
彦
村
で
６
年
ぶ
り
６

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　24
日
最
終
日
の
決

勝
レ
ー
ス
で
は
、熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。激
闘
の
レ
ー
ス

を
制
し
た
の
は
平
原

康
多
選
手
。来
場
者

を
大
い
に
沸
か
せ
ま

し
た
。

　10
月
30
日
か
ら
11
月
23
日
ま
で
、弥
彦
公
園
も

み
じ
谷
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

　今年
度
は
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
全
面
リ

ニュ
ー
ア
ル
。「
光
の
参
道
」を
テ
ー
マ
に
足
元
灯
と

紅
葉
樹
木
１
本
１
本
に
２
２
８
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
配
置
し
、光
の
道
を
散

策
し
な
が
ら
夜
の
紅
葉
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　新た
な
鑑
賞
ス
ポ
ッ
ト「
逆
さ
紅
葉
池
」周
辺
で
は
、多
く
の
観
光
客
が
水

面
に
映
る
紅
葉
に
足
を
と
め
て
い
ま
し
た
。

▲優勝した平原康多選手 ▲新築された特別観覧席

◀

決勝レースのゴール手前

◀

最優秀賞を受賞した３年１組

　10
月
27
日
、中
学
校
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

泳
日
本
代
表
の
水
沼
尚
輝
選
手
を
講
師
に
招

き
、中
学
校
全
校
生
徒
と
小
学
６
年
生
を
対
象

に
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　校長
先
生
と
の
対
談
形
式
に
よ
る
講
演
や
質

問
タ
イ
ム
が
行
わ
れ
、最
後
に
水
沼
選
手
か
ら

「
今
、こ
の
瞬
間
を
変
え
な
け
れ
ば
未
来
は
変
わ
ら
な
い
。今
、こ
の
瞬
間
を
大
事

に
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

Topics

6
水
沼
尚
輝
選
手
講
演
会

◀

新たな鑑賞スポット「逆さ紅葉池」

◀

大風景花壇『佐渡島』

◀

子どもたちの質問に丁寧に答える水沼選手

　10
月
16
日
、弥
彦
中
学
校
体
育
館
に
て
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
心
を
一
つ
に

最
響
の
歌
声
を
響
か
せ
ろ
!
」で
し
た
。

　どの
学
年
の
生
徒
も
真
剣
な
表
情
で
、

歌
詞
に
思
い
を
込
め
て
丁
寧
に
歌
っ
て
い

て
、そ
の
ひ
た
む
き
な
姿
が
印
象
的
で
し

た
。

Topics

5
弥
彦
中
学
校

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　11
月
４
日
、小
林
村
長
が
小
学
校
を
訪
問

し
、４
年
生・６
年
生
の
前
で
、小
学
生
時
代

の
話
や
、「
今
い
る
友
達
や
仲
間
を
大
事
に
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　児童
た
ち
は
熱
心
に
話
を
聞
き
、質
疑
応

答
で
は
、多
く
の
児
童
が
手
を
挙
げ
、時
間

いっ
ぱ
い
ま
で
村
長
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

Topics

7
村
長

弥
彦
小
学
校
講
話

◀

児童たちに語りかける小林村長

◀

株式会社ホリエ
　堀江拓尓 代表取締役会長
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こ
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に
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す
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響
の
歌
声
を
響
か
せ
ろ
!
」で
し
た
。

　どの
学
年
の
生
徒
も
真
剣
な
表
情
で
、

歌
詞
に
思
い
を
込
め
て
丁
寧
に
歌
っ
て
い

て
、そ
の
ひ
た
む
き
な
姿
が
印
象
的
で
し

た
。

Topics

5
弥
彦
中
学
校

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　11
月
４
日
、小
林
村
長
が
小
学
校
を
訪
問

し
、４
年
生・６
年
生
の
前
で
、小
学
生
時
代

の
話
や
、「
今
い
る
友
達
や
仲
間
を
大
事
に
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　児童
た
ち
は
熱
心
に
話
を
聞
き
、質
疑
応

答
で
は
、多
く
の
児
童
が
手
を
挙
げ
、時
間

いっ
ぱ
い
ま
で
村
長
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

Topics

7
村
長

弥
彦
小
学
校
講
話

◀

児童たちに語りかける小林村長

◀

株式会社ホリエ
　堀江拓尓 代表取締役会長
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Topics

4
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み

バ
ッ
ジ
寄
贈

　チタ
ン
製
品
の
製
造
・
販
売
を
行
う
株

式
会
社
ホ
リ
エ（
燕
市
）の
堀
江
拓
尓
代
表

取
締
役
会
長
が
、11
月
11
日
、役
場
に
来
庁

し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

済
み
を
示
す
チ
タ
ン
製
の
バッ
ジ
を
寄
贈
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
バ
ッ
ジ
は
、村
内
観
光
事
業
所
に
配

布
予
定
で
す
。

た
く
じ

◀

チタン製のワクチン
　接種済みバッジ

　11
月
１
日
か
ら
24
日
ま
で
、彌
彦
神
社
境
内
で

第
61
回
新
潟
県
菊
花
展
覧
会（
弥
彦
菊
ま
つ
り
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　県内
外
の
菊
花
愛
好
家
が
丹
精
こ
め
て
育
て

た
菊
花
約
三
千
鉢
が
展
示
さ
れ
、名
物
で
あ
る
大

風
景
花
壇
の
今
年
の
テ
ー
マ
は
、金
銀
山
が
有
名

な「
佐
渡
島
」。

　訪れ
た
観
光
客
は
、展
示
さ
れ
た
多
彩
な
菊
花
を
観
覧
し
て
い
ま
し
た
。

Topics

2
弥
彦
公
園

も
み
じ
谷
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

Topics

3
第
61
回

新
潟
県
菊
花
展
覧
会

Topics

1
寛
仁
親
王
牌

開
催

　
「
第
30
回
寛
仁
親
王
牌
競

輪
・
世
界
選
手
権
記
念
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
」が
、10
月
21
日
か

ら
24
日
ま
で
弥
彦
競
輪
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　寛仁
親
王
牌
は
、競
輪
界

最
高
ク
ラ
ス
の
選
手
が
参
加

す
る
レ
ー
ス
。開
催
は
持
ち

回
り
で
あ
り
、昨
年
度
の
新

観
覧
席
の
新
築
、セ
ダ
ー
ハ
ウ

ス
の
改
修
の
完
成
記
念
と
し

て
、弥
彦
村
で
６
年
ぶ
り
６

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　24
日
最
終
日
の
決

勝
レ
ー
ス
で
は
、熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。激
闘
の
レ
ー
ス

を
制
し
た
の
は
平
原

康
多
選
手
。来
場
者

を
大
い
に
沸
か
せ
ま

し
た
。

　10
月
30
日
か
ら
11
月
23
日
ま
で
、弥
彦
公
園
も

み
じ
谷
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

　今年
度
は
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
全
面
リ

ニュ
ー
ア
ル
。「
光
の
参
道
」を
テ
ー
マ
に
足
元
灯
と

紅
葉
樹
木
１
本
１
本
に
２
２
８
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
配
置
し
、光
の
道
を
散

策
し
な
が
ら
夜
の
紅
葉
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　新た
な
鑑
賞
ス
ポ
ッ
ト「
逆
さ
紅
葉
池
」周
辺
で
は
、多
く
の
観
光
客
が
水

面
に
映
る
紅
葉
に
足
を
と
め
て
い
ま
し
た
。

▲優勝した平原康多選手 ▲新築された特別観覧席

◀

決勝レースのゴール手前

◀

最優秀賞を受賞した３年１組

　10
月
27
日
、中
学
校
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

泳
日
本
代
表
の
水
沼
尚
輝
選
手
を
講
師
に
招

き
、中
学
校
全
校
生
徒
と
小
学
６
年
生
を
対
象

に
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　校長
先
生
と
の
対
談
形
式
に
よ
る
講
演
や
質

問
タ
イ
ム
が
行
わ
れ
、最
後
に
水
沼
選
手
か
ら

「
今
、こ
の
瞬
間
を
変
え
な
け
れ
ば
未
来
は
変
わ
ら
な
い
。今
、こ
の
瞬
間
を
大
事

に
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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公 民 館 ト ピ ッ ク ス
問　弥彦村公民館（弥彦総合文化会館内）　94-4311

　新
潟
県
で
は
、生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け

て『
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、自
分
の
希
望
す
る
も
の

を
学
び
た
い
』と
い
う
県
民
の
要
望
に
応
え
る
こ

と
を
目
的
に
、「
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。県
及
び
市
町
村・高
等
教
育
機

関・民
間
等
で
、学
習
機
会
を
効
果
的
に
提
供
す

る
も
の
で
す
。県
内
在
住
者
は
誰
で
も
登
録
が
で

き
、一
定
単
位
を
修
得
す
る
と
奨
励
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

〈
入
学
か
ら
奨
励
証
交
付
ま
で
〉 

入
学
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト「
ラ・ラ・ネ
ッ
ト
」に
掲

載
し
て
い
る
講
座
か
ら
希
望
講
座
を
見
つ
け
、実

施
機
関
に
直
接
申
し
込
む
。

受
講
：
講
座
終
了
後
、実
施
機
関
で
受
講
手
帳

に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
う
か
、シ
ー
ル
を
貼
る
。

手
帳
は
、実
施
機
関
か
カ
レ
ッ
ジ
本
部
に
用
意
し

て
あ
る
。（
１
時
間
＝
１
単
位
＝
１
ス
タ
ン
プ
）

申
請
：
単
位
を
修
得
し
奨
励
証
交
付
を
希
望
す

る
場
合
は
、受
講
手
帳
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、カ
レ
ッ
ジ
本
部
に
受
講
手
帳
を
送
付
す

る
。

奨
励
証
：
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
賞（
50
単
位
）～
学
長
賞

（
５
０
０
単
位
）

　興
味
の
あ
る
方
は
、「
ラ・ラ・ネ
ッ
ト
」の
ペ
ー
ジ

を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。（

公
民
館
長

　堀
　隆
行
）

　図
書
職
員
が
オ
ス
ス
メ
す
る
図
書
を
紹
介
し
ま

す
。ご
興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
、公
民
館
図
書
室

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
一
般
書
】

『
き
た
き
た
捕
物
帖
』

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

著
者
　宮
部
　み
ゆ
き

　舞
台
は
江
戸
の
富
勘
長
屋
、下
っ
端
の
見
習
い

岡
っ
引
き・北
一
と
謎
だ
ら
け
の
相
棒・喜
多
次
。

ふ
た
り
の「
き
た
」さ
ん
が
事
件
や
不
思
議
な
出

来
事
を
解
き
明
か
し
て
い
き
ま
す
。

　謎
解
き
×
怪
異
×
人
情
。江
戸
の
町
へ
飛
び
込
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

【
児
童
書
】

『
ふ
し
ぎ
な
ナ
イ
フ
』

（
福
音
館
書
店
）

著
者
　中
村
　牧
江
、

　
　
　林
　建
造
、

　
　
　福
田
　隆
義

　一
本
の
ナ
イ
フ
が
、曲
が
る
？
ね
じ
れ
る
？
折
れ

る
？
割
れ
る
、溶
け
る
、ち
ぎ
れ
る
…

　現
実
に
は
な
い
よ
う
な
姿
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　お
子
さ
ま
と
一
緒
に
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

（
公
民
館
図
書
室

　髙
橋
）

　弥
彦
村
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
日
ご
ろ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　５
月
に
小
学
校
で
子
ど

も
た
ち
と
サ
ツ
マ
イ
モ
植

え
を
し
て
か
ら
、継
続
的

に
関
わ
り
続
け
、10
月
21

日
の
収
穫
ま
で
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　土
の
中
か
ら
色
々
な
形
の
サ
ツ
マ
イ
モ
が
出
て

く
る
度
に
、子
ど
も
た
ち
が
歓
声
を
上
げ
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　11
月
に
入
る
と
、小
学

校
の
家
庭
科
の
授
業
で
、

５
年
生
の
エ
プ
ロ
ン
作
り
、

６
年
生
の
カ
バ
ン
作
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

数
名
が
、し
つ
け
縫
い
か

ら
ミ
シ
ン
が
け
ま
で
の
作

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

次
々
と
子
ど
も
た
ち
か

ら
手
が
上
が
り
、サ
ポ
ー

タ
ー
は
子
ど
も
と
一
緒
に

確
認
し
合
い
な
が
ら
、完
成
に
向
け
て
作
業
を
し

て
い
ま
し
た
。

★ｖｏ
ｌ
．６
は
村
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

（
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　阿
部
）

「
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」の
お
す
す
め

公
民
館
図
書
室
の
オ
ス
ス
メ
図
書

弥
彦
村
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信
ｖ
ｏ
ｌ
．７
＆
８

Topics

8
伊
彌
彦
米
奉
納
式

　10月
25
日
、令
和
３
年
産「
伊
彌
彦
米・弥
彦
コ

シ
ヒ
カ
リ
」奉
納
式
が
彌
彦
神
社
に
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　村長
を
は
じ
め
、農
業
関
係
者
参
列
の
も
と
、お

や
ひ
こ
さ
ま
の
御
恵
み
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、米
の
豊
穣
を
報
告
し
ま
し
た
。

　令和
３
年
弥
彦
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
収
量
が
や
や
不
良
と
な
っ
た
も
の
の
、
一

等
米
比
率
は
Ｊ
Ａ
越
後
中
央
の
検
査
で
99・９
％（
11
月
11
日
現
在
）と
過
去
最

高
と
な
り
ま
し
た
。

◀

奉納式の様子

◀

枝豆のおしるこサービスを受け取る人たち

　10月
24
日
、弥
彦
総
合
文
化
会
館
に
て
コ

ン
ク
ー
ル
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。動

画
長
編
部
門・動
画
短
編
部
門・キ
ャッ
チ
コ

ピ
ー
部
門
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
３
名
ず
つ
、計
９

名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た（
当
日
は
３
名

欠
席
）。受
賞
者
の
ご
家
族
や
動
画
に
出
演

さ
れ
た
方
な
ど
も
同
席
し
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
受
賞
式
に
関
係
者
一
同
心
が
温
ま

り
ま
し
た
。 Topics

10
第
２
回
Ｐ
Ｒ
動
画

コ
ン
ク
ー
ル
授
賞
式

◀

受賞者の皆さん

　11月
７
日
、ヤ
ホ
ー
ル
に
て「
え
だ
ま
め
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　弥彦
村
産
枝
豆
や
県
央
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
販

売
、枝
豆
コ
ン
バ
イ
ン
の
乗
車
体
験
や
、枝
豆
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た「
え
だ
ま

め
の
野
菜
和
え
」と
準
グ
ラ
ン
プ
リ
の「
枝
豆
の

お
し
る
こ
」が
サ
ー
ビ
ス
で
振
舞
わ
れ
る
な
ど
、多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

Topics

9
え
だ
ま
め
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　10月
26
日
、弥
彦
総
合
文
化
会
館
に
て
第

２
回
弥
彦
村
学
校
運
営
協
議
会
を
開
催
し
、

小
学
校
・
中
学
校
の
両
校
長
先
生
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
に
お
け
る
上
半
期
の
取
組
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。弥
彦
村
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、地
域
の
大
人
に
ど
ん
な
こ
と
が

で
き
る
か
、委
員
同
士
で
協
議
し
た
内
容
を
今

後
の
取
組
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Topics

11
第
２
回
弥
彦
村

学
校
運
営
協
議
会

◀

会議の様子（弥彦総合文化会館小ホール）
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公 民 館 ト ピ ッ ク ス
問　弥彦村公民館（弥彦総合文化会館内）　94-4311

　新
潟
県
で
は
、生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け

て『
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、自
分
の
希
望
す
る
も
の

を
学
び
た
い
』と
い
う
県
民
の
要
望
に
応
え
る
こ

と
を
目
的
に
、「
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。県
及
び
市
町
村・高
等
教
育
機

関・民
間
等
で
、学
習
機
会
を
効
果
的
に
提
供
す

る
も
の
で
す
。県
内
在
住
者
は
誰
で
も
登
録
が
で

き
、一
定
単
位
を
修
得
す
る
と
奨
励
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

〈
入
学
か
ら
奨
励
証
交
付
ま
で
〉 

入
学
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト「
ラ・ラ・ネ
ッ
ト
」に
掲

載
し
て
い
る
講
座
か
ら
希
望
講
座
を
見
つ
け
、実

施
機
関
に
直
接
申
し
込
む
。

受
講
：
講
座
終
了
後
、実
施
機
関
で
受
講
手
帳

に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
う
か
、シ
ー
ル
を
貼
る
。

手
帳
は
、実
施
機
関
か
カ
レ
ッ
ジ
本
部
に
用
意
し

て
あ
る
。（
１
時
間
＝
１
単
位
＝
１
ス
タ
ン
プ
）

申
請
：
単
位
を
修
得
し
奨
励
証
交
付
を
希
望
す

る
場
合
は
、受
講
手
帳
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、カ
レ
ッ
ジ
本
部
に
受
講
手
帳
を
送
付
す

る
。

奨
励
証
：
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
賞（
50
単
位
）～
学
長
賞

（
５
０
０
単
位
）

　興
味
の
あ
る
方
は
、「
ラ・ラ・ネ
ッ
ト
」の
ペ
ー
ジ

を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。（

公
民
館
長
　堀
　隆
行
）

　図
書
職
員
が
オ
ス
ス
メ
す
る
図
書
を
紹
介
し
ま

す
。ご
興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
、公
民
館
図
書
室

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
一
般
書
】

『
き
た
き
た
捕
物
帖
』

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

著
者
　宮
部
　み
ゆ
き

　舞
台
は
江
戸
の
富
勘
長
屋
、下
っ
端
の
見
習
い

岡
っ
引
き・北
一
と
謎
だ
ら
け
の
相
棒・喜
多
次
。

ふ
た
り
の「
き
た
」さ
ん
が
事
件
や
不
思
議
な
出

来
事
を
解
き
明
か
し
て
い
き
ま
す
。

　謎
解
き
×
怪
異
×
人
情
。江
戸
の
町
へ
飛
び
込
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

【
児
童
書
】

『
ふ
し
ぎ
な
ナ
イ
フ
』

（
福
音
館
書
店
）

著
者
　中
村
　牧
江
、

　
　
　林
　建
造
、

　
　
　福
田
　隆
義

　一
本
の
ナ
イ
フ
が
、曲
が
る
？
ね
じ
れ
る
？
折
れ

る
？
割
れ
る
、溶
け
る
、ち
ぎ
れ
る
…

　現
実
に
は
な
い
よ
う
な
姿
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　お
子
さ
ま
と
一
緒
に
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

（
公
民
館
図
書
室
　髙
橋
）

　弥
彦
村
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
日
ご
ろ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　５
月
に
小
学
校
で
子
ど

も
た
ち
と
サ
ツ
マ
イ
モ
植

え
を
し
て
か
ら
、継
続
的

に
関
わ
り
続
け
、10
月
21

日
の
収
穫
ま
で
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　土
の
中
か
ら
色
々
な
形
の
サ
ツ
マ
イ
モ
が
出
て

く
る
度
に
、子
ど
も
た
ち
が
歓
声
を
上
げ
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　11
月
に
入
る
と
、小
学

校
の
家
庭
科
の
授
業
で
、

５
年
生
の
エ
プ
ロ
ン
作
り
、

６
年
生
の
カ
バ
ン
作
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

数
名
が
、し
つ
け
縫
い
か

ら
ミ
シ
ン
が
け
ま
で
の
作

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

次
々
と
子
ど
も
た
ち
か

ら
手
が
上
が
り
、サ
ポ
ー

タ
ー
は
子
ど
も
と
一
緒
に

確
認
し
合
い
な
が
ら
、完
成
に
向
け
て
作
業
を
し

て
い
ま
し
た
。

★ｖｏ
ｌ
．６
は
村
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

（
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　阿
部
）

「
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」の
お
す
す
め

公
民
館
図
書
室
の
オ
ス
ス
メ
図
書

弥
彦
村
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信
ｖ
ｏ
ｌ
．７
＆
８

Topics

8
伊
彌
彦
米
奉
納
式

　10月
25
日
、令
和
３
年
産「
伊
彌
彦
米・弥
彦
コ

シ
ヒ
カ
リ
」奉
納
式
が
彌
彦
神
社
に
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　村長
を
は
じ
め
、農
業
関
係
者
参
列
の
も
と
、お

や
ひ
こ
さ
ま
の
御
恵
み
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、米
の
豊
穣
を
報
告
し
ま
し
た
。

　令和
３
年
弥
彦
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
収
量
が
や
や
不
良
と
な
っ
た
も
の
の
、
一

等
米
比
率
は
Ｊ
Ａ
越
後
中
央
の
検
査
で
99・９
％（
11
月
11
日
現
在
）と
過
去
最

高
と
な
り
ま
し
た
。

◀

奉納式の様子

◀

枝豆のおしるこサービスを受け取る人たち

　10月
24
日
、弥
彦
総
合
文
化
会
館
に
て
コ

ン
ク
ー
ル
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。動

画
長
編
部
門・動
画
短
編
部
門・キ
ャッ
チ
コ

ピ
ー
部
門
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
３
名
ず
つ
、計
９

名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た（
当
日
は
３
名

欠
席
）。受
賞
者
の
ご
家
族
や
動
画
に
出
演

さ
れ
た
方
な
ど
も
同
席
し
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
受
賞
式
に
関
係
者
一
同
心
が
温
ま

り
ま
し
た
。 Topics

10
第
２
回
Ｐ
Ｒ
動
画

コ
ン
ク
ー
ル
授
賞
式

◀

受賞者の皆さん

　11月
７
日
、ヤ
ホ
ー
ル
に
て「
え
だ
ま
め
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　弥彦
村
産
枝
豆
や
県
央
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
販

売
、枝
豆
コ
ン
バ
イ
ン
の
乗
車
体
験
や
、枝
豆
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た「
え
だ
ま

め
の
野
菜
和
え
」と
準
グ
ラ
ン
プ
リ
の「
枝
豆
の

お
し
る
こ
」が
サ
ー
ビ
ス
で
振
舞
わ
れ
る
な
ど
、多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

Topics

9
え
だ
ま
め
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　10月
26
日
、弥
彦
総
合
文
化
会
館
に
て
第

２
回
弥
彦
村
学
校
運
営
協
議
会
を
開
催
し
、

小
学
校
・
中
学
校
の
両
校
長
先
生
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
に
お
け
る
上
半
期
の
取
組
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。弥
彦
村
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、地
域
の
大
人
に
ど
ん
な
こ
と
が

で
き
る
か
、委
員
同
士
で
協
議
し
た
内
容
を
今

後
の
取
組
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Topics

11
第
２
回
弥
彦
村

学
校
運
営
協
議
会

◀

会議の様子（弥彦総合文化会館小ホール）
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　令和３年度より上記補助制度へ移行した上で村内各事業者団体の
事業活動を支援し、下記のとおり村の地域振興に貢献すると認められ
る事業に対して交付決定を行いました。
　来年度以降も各事業者団体の意欲的な取り組みに対して支援しま
すので、積極的なご応募をお待ちしています。

（予算500万円）計493.3万円

弥彦村地域振興事業補助金 採択結果について

団体名 事業名 事業概要 採択金額

（一社）弥彦観光協会

彌彦神社末社
案内看板設置

祓戸神社などの前に解説看板を設置
し摂社末社の意味を観光客に伝える
もの。

50万円

弥彦芸妓あんしん
宴会プラン 秋

新型コロナウイルスにより減少した
宴会需要を補うため弥彦芸妓を活用
した宴会事業を行うもの。

50万円

山の日フェスタIn弥彦山
８月８・９日の山の日に弥彦山や御
神廟の利活用を図るイベントを行う
もの。

49万円

弥彦温泉浴衣でまち歩き 浴衣に着替えた上で弥彦の街並みを
散策するもの。 39.6万円

アンケートに答えて
ミコぴょんマスクプレゼント

観光客へのアンケートにより観光動
態を分析するもの。 30万円

弥彦温泉観光旅館組合 一条もんこ監修
レトルトカレー開発事業

やひこ開運だしカレーのレトルトを
PRするもの。 50万円

弥彦温泉観光旅館組合
青年部

弥彦産枝豆で美しくなる食づ
くり。美食で美容にいい温泉
地へ

弥彦産枝豆を活用した新商品（土産
物）を開発するもの。 50万円

弥彦おかみ会

女将キャラで弥彦温泉街歩き
温泉宿のキャラクターを作成し、弥
彦温泉の知名度向上と新たな宿泊客
獲得を図るもの。

50万円

弥彦温泉 美顔の湯宿泊プラン
女性をターゲットにした美容やサー
ビスを提供し新たな宿泊客獲得を図
るもの。

50万円

弥彦村建築業組合 弥彦の次世代を担う若手職人
育成事業

建築大工技能競技大会の出場に向け
た技能実習を行うもの。 34.7万円

弥彦村商工会 花いっぱい運動 弥彦温泉前の交差点中心に花を植え
こみ環境美化を図るもの。 30万円

弥彦桜の会 弥彦公園桜樹植栽事業 弥彦公園の桜を新規植樹するもの。 10万円

令和3年度令和3年度

問　産業部　観光商工課　観光商工係　94-1025

食育活動を紹介します

弥彦村 食で育む元気・長生き・豊かな心

栄養バランスアップで元気なからだをつくる！
合言葉は「おやひこさま　あしたも　げんきに！」

　村
内
３
つ
の
保
育
園
で
は
、幼
児
期
か
ら
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、適
切
な
食
習
慣
が
身
に

つ
く
よ
う
、「
お
や
ひ
こ
さ
ま
　あ
し
た
も
　

げ
ん
き
に
！
」を
合
言
葉
に
、楽
し
く
、子
ど
も

に
も
わ
か
り
や
す
い
媒
体
を
使
い
な
が
ら
食

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　元
気
な
か
ら
だ
づ
く
り
に
毎
日
必
要
と
す

る
食
品
を
自
然
に
覚
え
ら
れ
る
よ
う
、「
お
や

ひ
こ
さ
ま 

あ
し
た
も 

げ
ん
き
に
！ 

か
る
た
」

を
作
り
ま
し
た
。遊
び
を
通
し
て
13
項
目
の
食

品
と
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
を
楽
し
み
な
が
ら
身

に
つ
け
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　９
月
初
め
の
５
日
間
は「
バ
ラ
ン
ス
ア
ッ
プ

週
間
」と
し
、「
食
事
バ
ラ
ン
ス
チ
ェッ
ク
シ
ー

ト
」を
使
っ
て
、家
庭
の
協
力
を
得
な
が
ら
こ
の

期
間
の
食
事
バ
ラ
ン
ス
を
親
子
で
点
検
し
ま

し
た
。１
日
で
13
項
目（
12
分
類
の
食
品
と
減

塩
）の
う
ち
、10
項
目
以
上
に
○（
食
べ
た
、実

践
で
き
た
）が
つ
い
た
ら
合
格
で
す
。結
果
は
、

約
４
割
の
家
庭
が
５
日
間
を
通
し
て
合
格
点

で
し
た
。保
護
者
か
ら
は
、「
子
ど
も
は
、苦
手

な
も
の
で
も
〇
を
つ
け
た
く
て
頑
張
っ
て
食
べ

て
い
た
。」、「
栄
養
の
過
不
足
に
気
づ
い
た
。」、

「
献
立
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
。」、「
13
項

目
す
べ
て
に
○
が
つ
く
の
は
難
し
い
。」等
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。家
庭
で
も
、「
お
や
ひ

こ
さ
ま 
あ
し
た
も 

げ
ん
き
に
！
」を
話
題
に

し
、元
気
な
か
ら
だ
を
つ
く
る
た
め
の
食
事
を

親
子
で一
緒
に
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、家
庭
と
協
力
し
な
が
ら
、栄

養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、楽
し
く
と
る
た
め
の
合

言
葉
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
に
楽
し
く
食
育
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　住
民
福
祉
部
　健
康
推
進
課

　
　健
康
推
進
係（
9
4
）3
1
3
9

幼児期の目指す姿
① 食べることが好きな子ども（食を通した健康づくり）
② おうちの味が好きな子ども（食の理解と継承）

▲「おやひこさま　あしたも　げんきに！」かるた

▲かるた取りで遊んでいる様子

▲食事バランスチェックシート

～保育園編～
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　令和３年度より上記補助制度へ移行した上で村内各事業者団体の
事業活動を支援し、下記のとおり村の地域振興に貢献すると認められ
る事業に対して交付決定を行いました。
　来年度以降も各事業者団体の意欲的な取り組みに対して支援しま
すので、積極的なご応募をお待ちしています。

（予算500万円）計493.3万円

弥彦村地域振興事業補助金 採択結果について

団体名 事業名 事業概要 採択金額

（一社）弥彦観光協会

彌彦神社末社
案内看板設置

祓戸神社などの前に解説看板を設置
し摂社末社の意味を観光客に伝える
もの。

50万円
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宴会需要を補うため弥彦芸妓を活用
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50万円
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もの。

49万円
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散策するもの。 39.6万円
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態を分析するもの。 30万円

弥彦温泉観光旅館組合 一条もんこ監修
レトルトカレー開発事業
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PRするもの。 50万円
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弥彦おかみ会
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温泉宿のキャラクターを作成し、弥
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獲得を図るもの。
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弥彦村商工会 花いっぱい運動 弥彦温泉前の交差点中心に花を植え
こみ環境美化を図るもの。 30万円

弥彦桜の会 弥彦公園桜樹植栽事業 弥彦公園の桜を新規植樹するもの。 10万円

令和3年度令和3年度

問　産業部　観光商工課　観光商工係　94-1025

食育活動を紹介します
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スポーツ

役場
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日時 会場 対象 定員 内容 料金 持ち物 申込 問合せ講師 締切

以下のスペースは有料広告です

やひこえほんの会
「えほんといっしょにクリスマス」

　　12月1日（水）　午前10時～11時
　　ゆめの木はうす
　　人形劇／手遊び／えほん
　　クリスマスのお楽しみおやつ（持ち帰り）
※参加申込は必要ありません。当日親子で直接会場へお越し
　ください。
　　やひこえほんの会　髙橋　94-2502

親子科学教室
「三日月ストラップと簡単カイロ作り」参加者募集

　今回の親子科学教室は、紫外線で固まるレジンを使って
三日月（星の砂入り）ストラップを作ります。レジンが固まるま
での時間で、簡単カイロも作ります。
　あの使い捨てカイロは、手作りできるんです！親子で一緒
に作って学んでみませんか？
※新型ウイルス感染拡大状況によっては、開催を中止する
　場合があります。
　　令和4年1月22日（土）　午前9時30分～11時30分
　　燕市教育センター
　　燕市・弥彦村在住の園児（年長児）、児童・生徒とその保護者
　　2名1組　１０組程度（先着順）
　　無料
　　ＮＰＯ法人　星空ファクトリー　長野　親情　様
■申し込み開始　12月7日（火）から平日午前9時～午後5時
　 ・ 　　燕・弥彦科学教育センター（燕市教育センター内）
　　　　 0256-63-4590

健康マージャン教室（初心者向け）

　マージャンを全く知らない方を対象に、健康マージャンの楽
しみ方を全10回のカリキュラムにてご指導します。
　不健康な大人のゲームとのイメージが強かった麻雀は、昨
今、不健康な要素を全て取り除いた「健康マージャン」に生まれ
変わり、脳トレの一環として楽しまれるようになりました。あな
たも一緒に健康マージャンを楽しんでみませんか？
　　12月12日（日）　午後1時～4時
　　弥彦総合文化会館
　　5,000円（全10回分）
　　特定非営利活動法人　雀新会
　　090-4746-0411（担当：宮川）
　　mataka@mx51.et.tiki.ne.jp

献血にご協力をお願いします！！

　新潟県赤十字血液センターの献血バスが下記の日時に
やってきます。多くの皆様のご協力をお願いします。（400mℓ
のみの受付となります。）
　　男性：17歳～69歳で体重50kg以上の方
　　女性：18歳～69歳で体重50kg以上の方
※65歳から69歳までの方は、60歳から64歳までに献血経
　験のある方に限ります。
　　12月3日（金）　午前10時00分～11時45分
　　役場大ホール及び駐車場
　　新潟県赤十字血液センター 献血推進課　　　　　　
　　025-384-0992
　　住民福祉部　健康推進課　健康推進係 94-3139

もの忘れ・ストレス相談
（こころの相談）

　もの忘れやストレス、こころの悩み等の相談に専門の相談
員が応じます。本人だけでなく家族からの相談もお受けしてお
ります。なお秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。
　　１２月１４日（火）　午後１時３０分～３時
　　保健センター　■担当　精神保健福祉士
※予約制ですので、事前にお申し込みください。
　　住民福祉部　健康推進課　健康推進係　94-3139

以下のスペースは有料広告です

介護者のつどい

　どなたでも参加できる介護者の交流会です。お茶を飲み
ながらおしゃべりしたり情報交換をしましょう。予約も参加
費も必要ありません。お気軽にご参加ください。
　　12月18日(土)　午後1時30分～3時30分
　　保健センター
※ご本人の参加もできます。別室にてスタッフが付き添いい
　たします。
　　弥彦村地域包括支援センター　94-1030

からだスッキリ教室

　肩こりや膝・腰の痛みが気になる、最近身体が重く感じる
などの身体の不調はありませんか。もしかしたら身体の歪み
や冬の寒さで硬くなった筋肉が原因かもしれません。コン
ディショニングは、自分自身で身体の歪みや筋肉を調整し、
美しい姿勢を手に入れることで身体の調子を整えることが
できる運動です。ぜひ、体験してみませんか。
　　1月12日（水）、26日（水）、2月2日（水）、9日（水）、17日
　　（木）、24日（木）、3月2日（水）、10日（木）　
　　各日とも午後1時30分～3時
　　保健センター
　　藤口健康運動指導士
　　内履き、飲み物、タオル、バスタオル、マスク
　　無料
　　25名（定員になり次第受付終了）
　 ・ 　　住民福祉部　健康推進課　健康推進係　94-3139

日にち 受付時間 会　場
12月7日(火）

12月20日(月）

1月26日(水）

午前9時30分～11時

午前9時30分～11時

午後1時30分～3時

午前9時30分～11時

弥彦村役場
大ホール

～特定健診・半日ドックを受けられた皆さまへ～
健診結果個別相談会のお知らせ

　健診は受けたままにせず、今後の生活に活かすことが
大切です。生活習慣を見直すことで、生活習慣病の発症
や重症化の予防につながります。
　個別相談会では、管理栄養士や保健師が健診結果に応
じて生活習慣の改善点をアドバイスします。
　ぜひご参加ください。

　　健診結果書
　　血圧手帳や糖尿病手帳(お持ちの方)
※事前にご都合の良い日を下記まで電話にて予約されるか、
　当日会場にお越しください。
※相談会に参加できない方については、個別相談や訪問
　も行っています。下記までご連絡ください。
    ・ 　　住民福祉部　健康推進課　健康推進係　94-3139

害虫害獣駆除・消毒のことなら

TEL　0256-35-4460

どんなこと
できるの？

Webにて
紹介

一人でも雇ったら、
労働保険に必ず加入を

　労働者（パート、アルバイト等を含む）を1人でも雇って
いる事業主は労働保険（労災保険・雇用保険）に加入しな
ければなりません。
　労働保険は、労災保険・雇用保険の各種給付金のほか、
雇用の安定のために事業主に支給される助成金などの各
種支援制度も設けられており、労働者はもとより事業主の
ためにも欠くことのできない制度です。
　また、人手不足の折、事業主にはコンプライアンスが求
められており、より良い人材を確保する意味でも、労働保
険に必ず加入している必要があります。まだ、労働保険の
加入手続きを行っていない事業主におかれましては、管轄
の労働基準監督署または公共職業安定所（ハローワーク）
で加入手続きをとられるようお願いします。
　ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。
　　新潟労働局総務部　労働保険徴収課
　　025-288-3502又は、お近くの労働基準監督署・
　　公共職業安定所（ハローワーク）
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以下のスペースは有料広告です

やひこえほんの会
「えほんといっしょにクリスマス」

　　12月1日（水）　午前10時～11時
　　ゆめの木はうす
　　人形劇／手遊び／えほん
　　クリスマスのお楽しみおやつ（持ち帰り）
※参加申込は必要ありません。当日親子で直接会場へお越し
　ください。
　　やひこえほんの会　髙橋　94-2502

親子科学教室
「三日月ストラップと簡単カイロ作り」参加者募集

　今回の親子科学教室は、紫外線で固まるレジンを使って
三日月（星の砂入り）ストラップを作ります。レジンが固まるま
での時間で、簡単カイロも作ります。
　あの使い捨てカイロは、手作りできるんです！親子で一緒
に作って学んでみませんか？
※新型ウイルス感染拡大状況によっては、開催を中止する
　場合があります。
　　令和4年1月22日（土）　午前9時30分～11時30分
　　燕市教育センター
　　燕市・弥彦村在住の園児（年長児）、児童・生徒とその保護者
　　2名1組　１０組程度（先着順）
　　無料
　　ＮＰＯ法人　星空ファクトリー　長野　親情　様
■申し込み開始　12月7日（火）から平日午前9時～午後5時
　 ・ 　　燕・弥彦科学教育センター（燕市教育センター内）
　　　　 0256-63-4590

健康マージャン教室（初心者向け）

　マージャンを全く知らない方を対象に、健康マージャンの楽
しみ方を全10回のカリキュラムにてご指導します。
　不健康な大人のゲームとのイメージが強かった麻雀は、昨
今、不健康な要素を全て取り除いた「健康マージャン」に生まれ
変わり、脳トレの一環として楽しまれるようになりました。あな
たも一緒に健康マージャンを楽しんでみませんか？
　　12月12日（日）　午後1時～4時
　　弥彦総合文化会館
　　5,000円（全10回分）
　　特定非営利活動法人　雀新会
　　090-4746-0411（担当：宮川）
　　mataka@mx51.et.tiki.ne.jp

献血にご協力をお願いします！！

　新潟県赤十字血液センターの献血バスが下記の日時に
やってきます。多くの皆様のご協力をお願いします。（400mℓ
のみの受付となります。）
　　男性：17歳～69歳で体重50kg以上の方
　　女性：18歳～69歳で体重50kg以上の方
※65歳から69歳までの方は、60歳から64歳までに献血経
　験のある方に限ります。
　　12月3日（金）　午前10時00分～11時45分
　　役場大ホール及び駐車場
　　新潟県赤十字血液センター 献血推進課　　　　　　
　　025-384-0992
　　住民福祉部　健康推進課　健康推進係 94-3139

もの忘れ・ストレス相談
（こころの相談）

　もの忘れやストレス、こころの悩み等の相談に専門の相談
員が応じます。本人だけでなく家族からの相談もお受けしてお
ります。なお秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。
　　１２月１４日（火）　午後１時３０分～３時
　　保健センター　■担当　精神保健福祉士
※予約制ですので、事前にお申し込みください。
　　住民福祉部　健康推進課　健康推進係　94-3139

以下のスペースは有料広告です

介護者のつどい

　どなたでも参加できる介護者の交流会です。お茶を飲み
ながらおしゃべりしたり情報交換をしましょう。予約も参加
費も必要ありません。お気軽にご参加ください。
　　12月18日(土)　午後1時30分～3時30分
　　保健センター
※ご本人の参加もできます。別室にてスタッフが付き添いい
　たします。
　　弥彦村地域包括支援センター　94-1030

からだスッキリ教室

　肩こりや膝・腰の痛みが気になる、最近身体が重く感じる
などの身体の不調はありませんか。もしかしたら身体の歪み
や冬の寒さで硬くなった筋肉が原因かもしれません。コン
ディショニングは、自分自身で身体の歪みや筋肉を調整し、
美しい姿勢を手に入れることで身体の調子を整えることが
できる運動です。ぜひ、体験してみませんか。
　　1月12日（水）、26日（水）、2月2日（水）、9日（水）、17日
　　（木）、24日（木）、3月2日（水）、10日（木）　
　　各日とも午後1時30分～3時
　　保健センター
　　藤口健康運動指導士
　　内履き、飲み物、タオル、バスタオル、マスク
　　無料
　　25名（定員になり次第受付終了）
　 ・ 　　住民福祉部　健康推進課　健康推進係　94-3139

日にち 受付時間 会　場
12月7日(火）

12月20日(月）

1月26日(水）

午前9時30分～11時

午前9時30分～11時

午後1時30分～3時

午前9時30分～11時

弥彦村役場
大ホール

～特定健診・半日ドックを受けられた皆さまへ～
健診結果個別相談会のお知らせ

　健診は受けたままにせず、今後の生活に活かすことが
大切です。生活習慣を見直すことで、生活習慣病の発症
や重症化の予防につながります。
　個別相談会では、管理栄養士や保健師が健診結果に応
じて生活習慣の改善点をアドバイスします。
　ぜひご参加ください。

　　健診結果書
　　血圧手帳や糖尿病手帳(お持ちの方)
※事前にご都合の良い日を下記まで電話にて予約されるか、
　当日会場にお越しください。
※相談会に参加できない方については、個別相談や訪問
　も行っています。下記までご連絡ください。
    ・ 　　住民福祉部　健康推進課　健康推進係　94-3139

害虫害獣駆除・消毒のことなら

TEL　0256-35-4460

どんなこと
できるの？

Webにて
紹介

一人でも雇ったら、
労働保険に必ず加入を

　労働者（パート、アルバイト等を含む）を1人でも雇って
いる事業主は労働保険（労災保険・雇用保険）に加入しな
ければなりません。
　労働保険は、労災保険・雇用保険の各種給付金のほか、
雇用の安定のために事業主に支給される助成金などの各
種支援制度も設けられており、労働者はもとより事業主の
ためにも欠くことのできない制度です。
　また、人手不足の折、事業主にはコンプライアンスが求
められており、より良い人材を確保する意味でも、労働保
険に必ず加入している必要があります。まだ、労働保険の
加入手続きを行っていない事業主におかれましては、管轄
の労働基準監督署または公共職業安定所（ハローワーク）
で加入手続きをとられるようお願いします。
　ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。
　　新潟労働局総務部　労働保険徴収課
　　025-288-3502又は、お近くの労働基準監督署・
　　公共職業安定所（ハローワーク）
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　先月の広報の折込チラシでお知らせしました「新潟県マイ
ナンバーカード新規取得キャンペーン」の申し込みサイトが
開設しました。

【キャンペーン特設サイトURL】
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/shichouson/
mynumber-campaign.html

【キャンペーン特設サイトQRコード】
　　新潟県総務管理部市町村課
　　025-280-5055　
　　（土日・祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）

新潟県マイナンバーカード新規取得
キャンペーン特設サイトについて

低所得の子育て世帯への生活支援
特別給付金

　新型ウイルス感染症の影響を受けて収入が減少した子育
て世帯に生活支援のため特別給付金を支給しています。
■支給対象者
①②の両方に当てはまる方
①　令和3年3月31日時点で18歳未満の児童（障がい児の
　　場合20歳未満）を養育する保護者
②　保護者のうち収入の高い方が令和3年度住民税均等
　　割が非課税、または令和3年1月1日以降の収入が急
　　変し、住民税非課税相当の収入となった方
※すでに同様の給付金または、ひとり親世帯の給付金を受
　け取った方は除く。
※令和4年2月28日までに生まれた新生児も対象
■支給額　児童1人あたり一律5万円
■申請手続き
・申請書類に振込先口座などを記入して、収入の状況など必    

　要書類とともに役場住民課に提出してください。
・申請書類は住民課窓口やホームページにあります。
・申請期限　令和4年2月28日
　　住民福祉部　住民課　住民医療係　94-3132

日常の様々な
不安や心配事など

役場1階
住民相談室

役場1階
第１会議室

役場1階
住民相談室

12月2日(木)
午後1時～3時

12月9日(木)
午後1時～3時

12月16日(木)
午後1時～３時

③ふれあい
　なんで
　も相談

②司法書士
　による
　相談会
 ※要予約

①行政
　相談会

　　①②　住民福祉部　住民課　住民医療係  94-3132
　　③　　住民福祉部　福祉課　福祉係　　  94-3133

相談会 日　時 会　場 主な相談内容

予約 ： さくらまち司法書士事務所　0256-63-4984
　　　電話時間：平日　午前9時～午後5時

各種無料相談会　案内

　住民の皆様が抱える様々な悩みごと等の相談会を毎月
開催しています。
　秘密は固く守られます。相談は無料ですのでお気軽に相
談ください。

行政への意見、
要望、苦情など

登記、債務、成年後見
などの法律相談

　「フードドライブ」とは、家庭等で余っている食品を持ち寄
り、それらを食に困っている人（世帯）へお渡しする活動です。
　桜井の里福祉会では第２回フードドライブを下記のとおり
開催いたします。「もったいない」を「ありがとう」へ。ご家庭で
余っている食品等の寄付をお願いいたします。いただいた食
品等は食に困っている方（世帯）へ、私たちの手でお渡しします。
※桜井の里ホームページにも掲載されています。
　ぜひご覧ください。
　　12月６日(月)～12日(日)
　　午前９時～午後５時
　　特別養護老人ホーム桜井の里
　　分水健康福祉プラザ
　　高齢者生活総合支援施設はな広場
　　地域生活支援施設つどい
 　・　　桜井の里福祉会　
　　　   地域活動担当　青木　090-9680-6795

フードドライブにご協力ください！

　「弥彦の茶の間うさぎ庵」は、村民であれば誰がきてもい
い、いつ来てもいい、いつ帰っても良い、自由に過ごして楽し
い時は笑って、悲しい気持ちは共有して、帰る時に心がほっ
とできるような地域の茶の間です。
　開設１周年を期に皆さんに気軽に参加していただけるよ
う、参加料や開放時間の改定をおこないました。また、新たに
食事の提供（昼食）を開始しました。感染症対策のため食事
中のみ黙食となりますが、一期一会の出会いを楽しみにぜ
ひ遊びに来てください。
 開放日のご案内や詳細情報は、弥彦の茶の間うさぎ庵専
用ホームページや社会福祉協議会ホームページからもご確
認いただけます。

〇弥彦の茶の間うさぎ庵ホームページ
　（https://usagiann-yahiko.jimdosite.com）

〇弥彦村社会福祉協議会ホームページ
　（https://www.yahiko-shakyo.com/）

　　毎週月曜日（祝日含）午前10時～午後2時
　　弥彦村大字弥彦1224番地（旧かどや旅館１階）
　　村内の方どなたでも
　　大人１日200円（お茶代など）　
　　食事を希望される方は別途300円
　　中学生以下はいずれも無料
　　弥彦の茶の間うさぎ庵 　94-5232（開放日）
　　社会福祉協議会　　　　94-4551（開放日以外）

弥彦の茶の間うさぎ庵
開放日のご案内

　新型ウイルス感染拡大防止のため、毎年冬季間に実施してい
ました「けいりん会館一般開放」は中止いたします。
　　弥彦村公営競技事務所　94-2066
　　http://www.yahikokeirin.com/

やひこけいりんからのお知らせ

　弥彦村スポーツ協会では、村民（県外の大学・高校に通う
学生含む）を対象に、全国レベル以上の大会等に出場した方
に対し、激励金の贈呈と表彰を行います。
　　世界レベルまたは全国レベルの大会等に、予選を勝ち
　　抜く、または選考会等による選抜を経て出場する団体ま
　　たは個人の競技者とします。
■申請方法
　弥彦村教育委員会が仲介し、弥彦村スポーツ協会へ申請
します。上記に該当する本人（または保護者）より問合せ先ま
でご連絡ください。
　　弥彦村教育委員会　（社会教育係）　94-4311

令和３年度 弥彦村スポーツ協会
激励金贈呈及び表彰に関するお知らせ

優秀（優良）運転者を表彰します

　西蒲地区交通安全協会では、令和4年優秀運転者を表
彰します。下記に該当する方は表彰対象となりますので、
希望される方はお申し込みください。
■表彰種別
　(1)地区優良無事故運転者の表彰(10年)
　(2)優秀運転者の表彰(20年、30年、40年、50年)
※(1)は、西蒲警察署長と西蒲地区交通安全協会長の連名の表彰です。
　(2)は、県警察本部長と県交通安全協会長の連名の表彰です。
■表彰基準
　各表彰種別の年数以上の運転経歴を有し、かつ、その
間、継続して交通事故及び交通法令違反がない運転者。
ただし、40年、50年表彰の申請はそれぞれ30年、40年
表彰の受賞歴がなければ申請できません。（運転経歴は、
令和4年4月6日現在で計算してください。）
■必要書類
・申請書
・運転記録証明書(5年)【受賞歴のある方のみ添付】
・無事故・無違反証明書【受賞歴のない方のみ添付】
※上記運転経歴証明書は取り寄せが必要です。取り寄せ
　用紙は防災・情報対策課にあります。
■申込方法
　申請書に必要事項を記載のうえ、必要書類を持って、弥
彦村交通安全協会事務局（防災・情報対策課）までお申し
込みください。※申請書は、防災・情報対策課にあります。
※提出期限　12月20日（月）
　　西蒲地区交通安全協会　事務局　0256-73-2239
　　弥彦村交通安全協会　事務局
　　(防災・情報対策課　防災係　94-3138)

■協　賛　弥彦ライオンズクラブ
　　11月7日(日)　　　　村営陸上競技場
■結　果　優勝　諸橋　和範（大戸）
　　　　　２ 位　石川　　幸（川崎）　
　　　　　３ 位　小林　　茂（観音寺）
　　　　　ホールインワン　諸橋　和範（大戸）
　　弥彦村マウンテンボール協会　事務局
　　亀倉隆史　090-4925-1278

第 26 回
村民マウンテンボール大会結果

　　１０月２４日(日)　　 　弥彦総合文化会館
■結　果　優勝　小林　秀雄（燕市）
　　　　　２ 位　和田　恒夫（燕市）
　　　　　３ 位　斎藤　富男（弥彦）
　　弥彦村王将会　斎藤富男　94-2333

秋季村民将棋大会結果

マイナンバーカード申請・交付
休日および夜間窓口開設のご案内

　マイナンバーカードの申請・交付について、休日および夜
間窓口を開設しています。
◆申請について
　タブレット端末で、写真撮影から申請まで行います。申請
者ご本人が来庁のうえ、QRコード付きの個人番号カード交
付申請書をお持ちください。申請書がない場合は、事前に用
意しますので、お申し出ください。
◆交付について
　交付通知書ハガキが届いた方が対象です。
★いずれも完全予約制ですので、申請者ご本人が来庁可能
　な日時を電話予約したうえでお越しください。
◆休日窓口開設
　12月12日（日）　午前９時～12時
◆平日夜間窓口開設
　午後5時15分～8時
　窓口開設日はP.22「暮らしのカレンダー」をご覧ください。
　㋮のマークがついている日が開設日です。
★マイナンバーカードを申請した方には、1か月程度で交付
　通知書ハガキを郵送します。ハガキが届きましたら、必要
　書類をご用意のうえ、ご本人が住民課にお越しいただき、
　マイナンバーカードを交付します。
※詳細はマイナンバーカード総合サイト
　（https://www.kojinbango-card.go.jp）
　をご覧ください。
　 ・　　住民福祉部　住民課　住民医療係　94-3132
※予約受付時間（平日）午前8時30分～午後5時15分
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　先月の広報の折込チラシでお知らせしました「新潟県マイ
ナンバーカード新規取得キャンペーン」の申し込みサイトが
開設しました。

【キャンペーン特設サイトURL】
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/shichouson/
mynumber-campaign.html

【キャンペーン特設サイトQRコード】
　　新潟県総務管理部市町村課
　　025-280-5055　
　　（土日・祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）

新潟県マイナンバーカード新規取得
キャンペーン特設サイトについて

低所得の子育て世帯への生活支援
特別給付金

　新型ウイルス感染症の影響を受けて収入が減少した子育
て世帯に生活支援のため特別給付金を支給しています。
■支給対象者
①②の両方に当てはまる方
①　令和3年3月31日時点で18歳未満の児童（障がい児の
　　場合20歳未満）を養育する保護者
②　保護者のうち収入の高い方が令和3年度住民税均等
　　割が非課税、または令和3年1月1日以降の収入が急
　　変し、住民税非課税相当の収入となった方
※すでに同様の給付金または、ひとり親世帯の給付金を受
　け取った方は除く。
※令和4年2月28日までに生まれた新生児も対象
■支給額　児童1人あたり一律5万円
■申請手続き
・申請書類に振込先口座などを記入して、収入の状況など必    

　要書類とともに役場住民課に提出してください。
・申請書類は住民課窓口やホームページにあります。
・申請期限　令和4年2月28日
　　住民福祉部　住民課　住民医療係　94-3132

日常の様々な
不安や心配事など

役場1階
住民相談室

役場1階
第１会議室

役場1階
住民相談室

12月2日(木)
午後1時～3時

12月9日(木)
午後1時～3時

12月16日(木)
午後1時～３時

③ふれあい
　なんで
　も相談

②司法書士
　による
　相談会
 ※要予約

①行政
　相談会

　　①②　住民福祉部　住民課　住民医療係  94-3132
　　③　　住民福祉部　福祉課　福祉係　　  94-3133

相談会 日　時 会　場 主な相談内容

予約 ： さくらまち司法書士事務所　0256-63-4984
　　　電話時間：平日　午前9時～午後5時

各種無料相談会　案内

　住民の皆様が抱える様々な悩みごと等の相談会を毎月
開催しています。
　秘密は固く守られます。相談は無料ですのでお気軽に相
談ください。

行政への意見、
要望、苦情など

登記、債務、成年後見
などの法律相談

　「フードドライブ」とは、家庭等で余っている食品を持ち寄
り、それらを食に困っている人（世帯）へお渡しする活動です。
　桜井の里福祉会では第２回フードドライブを下記のとおり
開催いたします。「もったいない」を「ありがとう」へ。ご家庭で
余っている食品等の寄付をお願いいたします。いただいた食
品等は食に困っている方（世帯）へ、私たちの手でお渡しします。
※桜井の里ホームページにも掲載されています。
　ぜひご覧ください。
　　12月６日(月)～12日(日)
　　午前９時～午後５時
　　特別養護老人ホーム桜井の里
　　分水健康福祉プラザ
　　高齢者生活総合支援施設はな広場
　　地域生活支援施設つどい
 　・　　桜井の里福祉会　
　　　   地域活動担当　青木　090-9680-6795

フードドライブにご協力ください！

　「弥彦の茶の間うさぎ庵」は、村民であれば誰がきてもい
い、いつ来てもいい、いつ帰っても良い、自由に過ごして楽し
い時は笑って、悲しい気持ちは共有して、帰る時に心がほっ
とできるような地域の茶の間です。
　開設１周年を期に皆さんに気軽に参加していただけるよ
う、参加料や開放時間の改定をおこないました。また、新たに
食事の提供（昼食）を開始しました。感染症対策のため食事
中のみ黙食となりますが、一期一会の出会いを楽しみにぜ
ひ遊びに来てください。
 開放日のご案内や詳細情報は、弥彦の茶の間うさぎ庵専
用ホームページや社会福祉協議会ホームページからもご確
認いただけます。

〇弥彦の茶の間うさぎ庵ホームページ
　（https://usagiann-yahiko.jimdosite.com）

〇弥彦村社会福祉協議会ホームページ
　（https://www.yahiko-shakyo.com/）

　　毎週月曜日（祝日含）午前10時～午後2時
　　弥彦村大字弥彦1224番地（旧かどや旅館１階）
　　村内の方どなたでも
　　大人１日200円（お茶代など）　
　　食事を希望される方は別途300円
　　中学生以下はいずれも無料
　　弥彦の茶の間うさぎ庵 　94-5232（開放日）
　　社会福祉協議会　　　　94-4551（開放日以外）

弥彦の茶の間うさぎ庵
開放日のご案内

　新型ウイルス感染拡大防止のため、毎年冬季間に実施してい
ました「けいりん会館一般開放」は中止いたします。
　　弥彦村公営競技事務所　94-2066
　　http://www.yahikokeirin.com/

やひこけいりんからのお知らせ

　弥彦村スポーツ協会では、村民（県外の大学・高校に通う
学生含む）を対象に、全国レベル以上の大会等に出場した方
に対し、激励金の贈呈と表彰を行います。
　　世界レベルまたは全国レベルの大会等に、予選を勝ち
　　抜く、または選考会等による選抜を経て出場する団体ま
　　たは個人の競技者とします。
■申請方法
　弥彦村教育委員会が仲介し、弥彦村スポーツ協会へ申請
します。上記に該当する本人（または保護者）より問合せ先ま
でご連絡ください。
　　弥彦村教育委員会　（社会教育係）　94-4311

令和３年度 弥彦村スポーツ協会
激励金贈呈及び表彰に関するお知らせ

優秀（優良）運転者を表彰します

　西蒲地区交通安全協会では、令和4年優秀運転者を表
彰します。下記に該当する方は表彰対象となりますので、
希望される方はお申し込みください。
■表彰種別
　(1)地区優良無事故運転者の表彰(10年)
　(2)優秀運転者の表彰(20年、30年、40年、50年)
※(1)は、西蒲警察署長と西蒲地区交通安全協会長の連名の表彰です。
　(2)は、県警察本部長と県交通安全協会長の連名の表彰です。
■表彰基準
　各表彰種別の年数以上の運転経歴を有し、かつ、その
間、継続して交通事故及び交通法令違反がない運転者。
ただし、40年、50年表彰の申請はそれぞれ30年、40年
表彰の受賞歴がなければ申請できません。（運転経歴は、
令和4年4月6日現在で計算してください。）
■必要書類
・申請書
・運転記録証明書(5年)【受賞歴のある方のみ添付】
・無事故・無違反証明書【受賞歴のない方のみ添付】
※上記運転経歴証明書は取り寄せが必要です。取り寄せ
　用紙は防災・情報対策課にあります。
■申込方法
　申請書に必要事項を記載のうえ、必要書類を持って、弥
彦村交通安全協会事務局（防災・情報対策課）までお申し
込みください。※申請書は、防災・情報対策課にあります。
※提出期限　12月20日（月）
　　西蒲地区交通安全協会　事務局　0256-73-2239
　　弥彦村交通安全協会　事務局
　　(防災・情報対策課　防災係　94-3138)

■協　賛　弥彦ライオンズクラブ
　　11月7日(日)　　　　村営陸上競技場
■結　果　優勝　諸橋　和範（大戸）
　　　　　２ 位　石川　　幸（川崎）　
　　　　　３ 位　小林　　茂（観音寺）
　　　　　ホールインワン　諸橋　和範（大戸）
　　弥彦村マウンテンボール協会　事務局
　　亀倉隆史　090-4925-1278

第 26 回
村民マウンテンボール大会結果

　　１０月２４日(日)　　 　弥彦総合文化会館
■結　果　優勝　小林　秀雄（燕市）
　　　　　２ 位　和田　恒夫（燕市）
　　　　　３ 位　斎藤　富男（弥彦）
　　弥彦村王将会　斎藤富男　94-2333

秋季村民将棋大会結果

マイナンバーカード申請・交付
休日および夜間窓口開設のご案内

　マイナンバーカードの申請・交付について、休日および夜
間窓口を開設しています。
◆申請について
　タブレット端末で、写真撮影から申請まで行います。申請
者ご本人が来庁のうえ、QRコード付きの個人番号カード交
付申請書をお持ちください。申請書がない場合は、事前に用
意しますので、お申し出ください。
◆交付について
　交付通知書ハガキが届いた方が対象です。
★いずれも完全予約制ですので、申請者ご本人が来庁可能
　な日時を電話予約したうえでお越しください。
◆休日窓口開設
　12月12日（日）　午前９時～12時
◆平日夜間窓口開設
　午後5時15分～8時
　窓口開設日はP.22「暮らしのカレンダー」をご覧ください。
　㋮のマークがついている日が開設日です。
★マイナンバーカードを申請した方には、1か月程度で交付
　通知書ハガキを郵送します。ハガキが届きましたら、必要
　書類をご用意のうえ、ご本人が住民課にお越しいただき、
　マイナンバーカードを交付します。
※詳細はマイナンバーカード総合サイト
　（https://www.kojinbango-card.go.jp）
　をご覧ください。
　 ・　　住民福祉部　住民課　住民医療係　94-3132
※予約受付時間（平日）午前8時30分～午後5時15分
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日 月 火 水 木 金 土
3 41 2
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76 8 9 10 11
文化会館休館日

文化会館休館日

文化会館休館日

文化会館休館日 文化会館休館日 文化会館休館日 文化会館休館日 文化会館休館日

12
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13 ㋮㋮14 15 16 17 18
マイナンバーカード
申請・交付
（9:00～12:00）

古文書クラブ
（14:00～）

介護者のつどい
（13:30～）

19 20 ㋮ ㋮21 22

29
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25

26 27 ㋮ 28

えほんといっしょに
クリスマス
（やひこえほんの会）
（10:00～）

㋮

㋮

㋮

分水の里

納期限のお知らせ
12月27日（月）は下記税金などの納期限（振替日）です。
忘れずに納付しましょう。
・固定資産税　第3期　・国民健康保険税　第6期
・介護保険料　第9期　
　総務部　税務課　94-3134

日日日日 月

３ 12年 月

Decemb
er

12 暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー
婦人のスポーツ広場
（10:00～）

婦人のスポーツ広場
（10:00～）

婦人のスポーツ広場
（10:00～）

婦人のスポーツ広場
（10:00～）

レクダンス
（9:30～）

婦人のスポーツ広場
（13:30～）

リズム体操
（10:00～）

リズム体操
（10:00～）
婦人のスポーツ広場
（13:30～）

おもちゃライブラリー
（9:30～）

おもちゃライブラリー
（9:30～）

赤ちゃんマッサージ教室②
（10:00～）
楽らく教室⑨
（10:00～）

高齢者総合生活
支援センター休館日
歯科訪問診査
（13:30～）

健康相談
（9:30～）

レクダンス
（9:30～）
赤ちゃんマッサージ教室
おさらい会
（10:00～）
子育て相談
（10:00～）
婦人のスポーツ広場
（13:30～）
こころの相談
（13:30～）

高齢者総合生活
支援センター休館日

1歳半健診
（12:45～）
2 歳、2歳半歯科健診
（13:00～）
歯科健診とフッ素塗布
（13:15～）

赤ちゃんマッサージ教室④
（10:00～）

けんこつ体操の会
（10:00～）

高齢者総合生活
支援センター休館日
健康相談
（9:30～）
（13:30～）

すこやか体操
（10:00～）
お誕生健診
（12:45～）

赤ちゃんマッサージ教室⑤
（10:00～）

けんこつ体操の会
（10:00～）

高齢者総合生活
支援センター休館日

高齢者総合生活
支援センター休館日

高齢者総合生活
支援センター休館日

高齢者総合生活
支援センター休館日

すこやか体操
（10:00～）
離乳食相談
（10:00～）

赤ちゃんマッサージ教室③
（10:00～）

けんこつ体操の会
（10:00～）

マタニティ
スクール
（9:30～）

けんこつ体操の会
（10:00～）
精神保健相談
（13:30～）

（前ページ参照）

内科・小児科・歯科
休日　9:00～17:00
内科・小児科
夜間 19:00～22:00
内科・小児科・外科・整形外科
休日　9:00～12:00
　　 13:00～16:30
土曜 14:00～16:30
夜間 19:00～22:00

休日当番医

安藤医院

古川医院

國定内科医院12月5日（日）

12月12日（日）

12月26日（日）

12月19日（日）

湧井医院

西蒲原地区
休日夜間急患
センター

西蒲区巻甲4363
0256-72-5499

県央医師会
応急診療所

三条市興野1丁目13-67
0256-32-0909

※都合により変更になる場合があります。
　弥彦消防署　94-3152

戸 籍 の 窓

敬称略

人口のうごき
令和3年10月31日現在

●人　　　口　7,815（－9）
　　　　　　　（うち外国人23）
　　　男　　　3,800（－6）
　　　女　　　4,015（－3）
●世　帯　数　2,751（＋2）
●出　　　生　　0　　●死　　　亡　　4
●転　　　入　　8　　●転　　　出　  13

※戸籍の窓は、掲載の承諾をいただいた方を掲載
　しています。

発行／弥彦村役場　〒959-0392 新潟県西蒲原郡弥彦村大字矢作402
　　　☎0256-94-3131　FAX 0256-94-3216
　　　ホームページアドレス  https://www.vill.yahiko.niigata.jp
　　　Ｅメールアドレス  yahiko@vill.yahiko.niigata.jp
編集／総務部総務課企画財政係　 発行日／令和3年11月25日 村HP 村公式Instagram

編　集　後　記

Ⓝ

ご逝去 住　所 故　人 年齢 世帯主
10.19 麓 本間　久子 90 裕 栄
11. 1 矢 作 熊谷　　司 91 司 伸
11. 4 麓 本間　ツイ 89 弘

おくやみもうしあげます

　少しずつ寒くなり、冬が近づいているのを感
じますね。寒くなると温かいものが飲みたくな
りませんか？私は寒くなるこの時期から毎朝、
白湯を飲んでいます。白湯は美味しく、身も心
も温まります。温かいお茶やコーヒーも良いで
すが、これからの時期、白湯がおすすめです。

燕市杣木813
0256-61-7700
燕市水道町4-3-44
0256-66-1377
燕市宮町1-10
0256-63-2614
燕市吉田堤町3-16
0256-93-2220

10月16日～11月15日　届出分

休
日
夜
間
診
療

内
科
系

　9時
〜
17
時

年末年始の役場窓口等
施設について

役場・水道局
教育委員会

文化会館
公民館 簡易郵便局

平常業務 平常業務平常業務

平常業務

休み

休館

平常業務

休み

平常業務 平常業務

住民課、税務課、
出納室、水道局
窓口業務のみ
8:30～17:15

12/29(水)

12/30(木)

12/31(金)
～1/3(月)

1/4(火)

12/28(火)

※住民課の窓口業務では、住民票・印鑑証明・戸籍謄抄本・諸証明
　発行および戸籍届出関係の業務のみ、税務課の窓口業務では、
　納税・諸証明発行業務のみで、他の業務は取り扱いませんので
　ご注意ください。
※水道局の窓口業務は、燕市役所燕庁舎（燕市白山町２丁目７）で行
　います。

農村環境改善
センター

保健センター

弥彦体育館

サン・ビレッジ
弥彦
弥彦村総合
コミュニティ
センター

弥彦の丘美術館

旧武石家住宅

観山荘

夢の木はうす

高齢者総合生活
支援センター

12/29(水)
～1/4(火)
12/29(火)
～1/3(月)

12/29(水)
～1/4(火)

12/28(火)
～1/4(火)

12/29(水)
～1/3(月)

12/28(火)
～1/4(火)

11/25(木)
～2/18(金)
冬季休館中

年度内
休館中

施設名 休館日 施設名 休館日

さ　 ゆ

年末年始の
し尿の収集について

◆し尿の汲取り
　12月29日（水）から1月6日（木）までは、収集でき
　ません。
　（申し込みは、早めにお願いします。）
　　産業部　建設企業課　環境対策係
　　94-1022

くみ
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納期限のお知らせ
12月27日（月）は下記税金などの納期限（振替日）です。
忘れずに納付しましょう。
・固定資産税　第3期　・国民健康保険税　第6期
・介護保険料　第9期　
　総務部　税務課　94-3134

日日日日 月

３ 12年 月
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er

12 暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー
婦人のスポーツ広場
（10:00～）

婦人のスポーツ広場
（10:00～）

婦人のスポーツ広場
（10:00～）

婦人のスポーツ広場
（10:00～）

レクダンス
（9:30～）

婦人のスポーツ広場
（13:30～）

リズム体操
（10:00～）

リズム体操
（10:00～）
婦人のスポーツ広場
（13:30～）

おもちゃライブラリー
（9:30～）

おもちゃライブラリー
（9:30～）

赤ちゃんマッサージ教室②
（10:00～）
楽らく教室⑨
（10:00～）

高齢者総合生活
支援センター休館日
歯科訪問診査
（13:30～）

健康相談
（9:30～）

レクダンス
（9:30～）
赤ちゃんマッサージ教室
おさらい会
（10:00～）
子育て相談
（10:00～）
婦人のスポーツ広場
（13:30～）
こころの相談
（13:30～）

高齢者総合生活
支援センター休館日

1歳半健診
（12:45～）
2 歳、2歳半歯科健診
（13:00～）
歯科健診とフッ素塗布
（13:15～）

赤ちゃんマッサージ教室④
（10:00～）

けんこつ体操の会
（10:00～）

高齢者総合生活
支援センター休館日
健康相談
（9:30～）
（13:30～）

すこやか体操
（10:00～）
お誕生健診
（12:45～）

赤ちゃんマッサージ教室⑤
（10:00～）

けんこつ体操の会
（10:00～）

高齢者総合生活
支援センター休館日

高齢者総合生活
支援センター休館日

高齢者総合生活
支援センター休館日

高齢者総合生活
支援センター休館日

すこやか体操
（10:00～）
離乳食相談
（10:00～）

赤ちゃんマッサージ教室③
（10:00～）

けんこつ体操の会
（10:00～）

マタニティ
スクール
（9:30～）

けんこつ体操の会
（10:00～）
精神保健相談
（13:30～）

（前ページ参照）

内科・小児科・歯科
休日　9:00～17:00
内科・小児科
夜間 19:00～22:00
内科・小児科・外科・整形外科
休日　9:00～12:00
　　 13:00～16:30
土曜 14:00～16:30
夜間 19:00～22:00

休日当番医

安藤医院

古川医院

國定内科医院12月5日（日）

12月12日（日）

12月26日（日）

12月19日（日）

湧井医院

西蒲原地区
休日夜間急患
センター

西蒲区巻甲4363
0256-72-5499

県央医師会
応急診療所

三条市興野1丁目13-67
0256-32-0909

※都合により変更になる場合があります。
　弥彦消防署　94-3152

戸 籍 の 窓

敬称略

人口のうごき
令和3年10月31日現在

●人　　　口　7,815（－9）
　　　　　　　（うち外国人23）
　　　男　　　3,800（－6）
　　　女　　　4,015（－3）
●世　帯　数　2,751（＋2）
●出　　　生　　0　　●死　　　亡　　4
●転　　　入　　8　　●転　　　出　  13

※戸籍の窓は、掲載の承諾をいただいた方を掲載
　しています。

発行／弥彦村役場　〒959-0392 新潟県西蒲原郡弥彦村大字矢作402
　　　☎0256-94-3131　FAX 0256-94-3216
　　　ホームページアドレス  https://www.vill.yahiko.niigata.jp
　　　Ｅメールアドレス  yahiko@vill.yahiko.niigata.jp
編集／総務部総務課企画財政係　 発行日／令和3年11月25日 村HP 村公式Instagram

編　集　後　記

Ⓝ

ご逝去 住　所 故　人 年齢 世帯主
10.19 麓 本間　久子 90 裕 栄
11. 1 矢 作 熊谷　　司 91 司 伸
11. 4 麓 本間　ツイ 89 弘

おくやみもうしあげます

　少しずつ寒くなり、冬が近づいているのを感
じますね。寒くなると温かいものが飲みたくな
りませんか？私は寒くなるこの時期から毎朝、
白湯を飲んでいます。白湯は美味しく、身も心
も温まります。温かいお茶やコーヒーも良いで
すが、これからの時期、白湯がおすすめです。

燕市杣木813
0256-61-7700
燕市水道町4-3-44
0256-66-1377
燕市宮町1-10
0256-63-2614
燕市吉田堤町3-16
0256-93-2220

10月16日～11月15日　届出分

休
日
夜
間
診
療

内
科
系

　9時
〜
17
時

年末年始の役場窓口等
施設について

役場・水道局
教育委員会

文化会館
公民館 簡易郵便局

平常業務 平常業務平常業務

平常業務

休み

休館

平常業務

休み

平常業務 平常業務

住民課、税務課、
出納室、水道局
窓口業務のみ
8:30～17:15

12/29(水)

12/30(木)

12/31(金)
～1/3(月)

1/4(火)

12/28(火)

※住民課の窓口業務では、住民票・印鑑証明・戸籍謄抄本・諸証明
　発行および戸籍届出関係の業務のみ、税務課の窓口業務では、
　納税・諸証明発行業務のみで、他の業務は取り扱いませんので
　ご注意ください。
※水道局の窓口業務は、燕市役所燕庁舎（燕市白山町２丁目７）で行
　います。

農村環境改善
センター

保健センター

弥彦体育館

サン・ビレッジ
弥彦
弥彦村総合
コミュニティ
センター

弥彦の丘美術館

旧武石家住宅

観山荘

夢の木はうす

高齢者総合生活
支援センター

12/29(水)
～1/4(火)
12/29(火)
～1/3(月)

12/29(水)
～1/4(火)

12/28(火)
～1/4(火)

12/29(水)
～1/3(月)

12/28(火)
～1/4(火)

11/25(木)
～2/18(金)
冬季休館中

年度内
休館中

施設名 休館日 施設名 休館日

さ　 ゆ

年末年始の
し尿の収集について

◆し尿の汲取り
　12月29日（水）から1月6日（木）までは、収集でき
　ません。
　（申し込みは、早めにお願いします。）
　　産業部　建設企業課　環境対策係
　　94-1022

くみ

23 12月号 2212月号



弥
彦
村
長

小
林
豊
彦

　十
月
二
十
九
日（
金
曜
日
）、公
営
競
技
事
務
所

の
斎
藤
所
長
と
二
人
で
東
京
の
競
輪
三
団
体
の

ト
ッ
プ
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。弥
彦
村
で
六
年
ぶ

り
に
開
催
で
き
た
寛
仁
親
王
牌
記
念
競
輪
が
、無

事
終
了
し
た
こ
と
の
報
告
と
お
礼
を
伝
え
る
の
が

目
的
で
し
た
。

　寛
仁
親
王
牌
記
念
レ
ー
ス
は
、日
本
の
ト
ッ

プ
選
手
が
出
場
す
る
最
も
格
式
の
高
い
レ
ー
ス

の
一
つ
で
す
。こ
の
六
年
間
地
元
の
競
輪
フ
ァ
ン

が
、開
催
を
待
ち
望
ん
で
い
た
レ
ー
ス
で
も
あ

り
ま
し
た
。開
催
期
間
四
日
間
の
売
り
上
げ
は
、

七
十
九
億
九
千
万
円
強
で
し
た
。こ
の
結
果
、令
和

三
年
度
の
競
輪
事
業
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰
り
出

し
は
三
億
円
を
超
え
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

有
り
難
い
こ
と
で
す
。

　日
本
競
輪
選
手
会
、競
技
運
営
団
体
の
Ｊ
Ｋ
Ａ
、

全
国
競
輪
施
行
者
団
体
の
会
長
、理
事
長
さ
ん
か

ら
、開
催
成
功
を
本
当
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。昨
年
ま
で
の
五
年
間
、ひ
た
す
ら
愚
直
に
お
願

い
に
上
が
り
ま
し
た
。特
別
観
覧
席
の
建
設
な
ど
、

施
設
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
う

し
た
地
道
な
努
力
が
認
め
ら
れ
た
結
果
の
開
催
で

し
た
。

　面
会
の
最
後
に「
五
年
後
に
ま
た
是
非
弥
彦
で

の
開
催
を
お
願
い
し
ま
す
」と
直
訴
し
ま
し
た
。

「
五
年
後
、遠
慮
し
す
ぎ
で
す
ね
。三
年
後
で
も
」と

の
予
期
し
な
か
っ
た
返
事
。再
び
弥
彦
競
輪
場
で

最
高
の
選
手
に
よ
る
、最
高
の
レ
ー
ス
の
観
戦
が

期
待
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

令和３年度
弥彦村自治功労者表彰式

★自治功労者　表彰の部★ （順不同・敬称略）

★自治功労者 感謝状の部★ （順不同・敬称略）

★ 統計調査員 10 年
　新保　志麻（美山）

★ 人権擁護委員 10 年
　柏原　了永（麓二区）

★ 民生委員児童委員 10 年
　半間　チサ子（矢作）
　藤原　あい子（上泉）
　本多　洋子（境江）

★ 環境衛生委員 20 年（再
表彰）
　栁川　シズ（矢作）

★ 環境衛生委員 10 年
　隼野　笑子（観音寺）
　高橋　布明（弥彦）

★ 弥彦村スポーツ協会長
を永年努め、スポーツ振
興に寄与
　丸山　秋一（井田）

★ 献血 50 回以上
　藤原　真理（上泉）
　小林　綱樹（美山）
　中川　友幸（大戸）

★ 献血 100 回以上
　藤井　時男（矢作）

★ ふるさと納税高額寄付
　吉水　卓見（山口県下関市）
　吉水　千賀子（山口県下関市）
　名井　將元（東京都調布市）

堤　清次（矢作）　　　　　　　　　　牧野　仁（矢作）
本間　候（新潟市西区）　　　　　　　楡井　淳（新潟市中央区）
若月　俊二（新潟市西区）　　　　　　榊原　清一（新発田市）
伊東　道夫（燕市）　　　　　　　　　笠原　靖史（新潟市中央区）
坂井　勇仁（新潟市中央区）　　　　　阿部　忠朗（新潟市西区）
関根　厚雄（新潟市西区）　　　　　　柳原　俊雄（新潟市西区）
伊佐早　悦子（新潟市中央区）　　　　堀内　光枝（麓二区）
小野　一之（新潟市中央区）

★新型コロナウイルスワクチン集団接種実施に貢献
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「
逆
さ
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」
で
は
水
面
に
映
る
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を

楽
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こ
と
が
で
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す
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楽
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写
真
提
供
：
島
津
印
刷
（
株
）
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